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 新しい学習指導要領が２０１７年３月に告示されました。総則では「言語能

力」「情報活用能力」「問題発見・解決能力」を重視すべきことが明記されま

した。「情報を精査して考えを形成」「問題を見出して解決策を考えたり」と

いう記述もあります。 

 また、国語では「情報の扱い方」についての記述が小中の全学年に位置づけ

られました。「複数の本や新聞 などを活用して、調べたり考えたりしたことを

報告する活動」「本や新聞、インターネットなどから集めた情報を活用」「情

報の信頼性の確かめ方」「論説や報道などの文章を比較する」などの記述が明

示されています。 

 これらは、かなりの程度、新聞つまりＮＩＥに関わるものです。これまで以

上にＮＩＥの役割が学校教育で大きくなっていくことが読み取れます。 

＊ 

 それを先取りするような先進的な実践が本実践集では数多く紹介されていま

す。 

 国語の授業では、「大統領選でのトランプ氏の勝利」に関する二つの社説を

比較・検討し、「自分が編集長ならばどちらの社説を採用するか」をグループ・

学級で検討し、最終的に文章にまとめるという実践が紹介されています。また、

新聞記事を子どもたちが広く読み、「人工知能は生活を改善する」「高齢者の

運転免許は返還されるべき」というディベートのテーマを見つけ出していくと

いう実践もあります。もちろんディベートそのものの中でも新聞記事が根拠と

して取り上げられていきます。 

 同じ国語ですが、北鷹高校の生徒たちが考案した「バター餅風スープ」に関

する記事本文を取り上げ、ふさわしい見出しは何かを検討していく実践も紹介

されています。その検討を通し、生徒たちは新聞の構成の特徴、工夫、読者へ

の配慮などを解読しています。 

 社会科では参議院議員選挙の新聞記事を資料としながら、１８歳と１９歳の

投票率の低さについて考えていくという授業が展開されました。また、特別支

援学校の生活単元では、阪神大震災についての３つの新聞記事を取り上げ、そ

れぞれの事実の取り上げ方の違いを比べていっています。 

 新聞の天気図を生かしている授業がいくつもありました。理科の「台風と天

気の変化」の単元での天気図の利用、算数の折れ線グラフでの天気図の利用な

どです。一番新しい新聞を取り上げることで、教科書以上にリアリティーのあ



る学習ができていたようです。 

 まず新聞ありきではなく、各教科で狙う学習にとって必然性のある新聞の生

かし方という観点が明確になってきています。新聞を生かすことで、各教科の

学習がとても豊かなものになっています。 

＊ 

  日常的な丁寧なＮＩＥの取り組みも紹介されています。短い時間を利用した

「ＮＩＥタイム」で、気になる記事に付箋を貼って、それを使って交流したり、

スピーチにしてみんなに紹介したりという取り組みがあります。「ＮＩＥコー

ナー」を充実させ、いつでも子どもたちが新聞と触れ合える環境を作っている

学校も多く見られます。 

＊ 

 これらの実践をモデルとしながら、新しい学習指導要領を見通した先進的な

ＮＩＥ実践を、秋田から発信していけたらいいと考えます。県内各地域・各学

校で挑戦的なＮＩＥ実践をぜひ試みてください。 



身近な問題に気付き、進んで学び合う力を育むためのNIEの実践

鹿角市立八幡平小学校

教諭 山 﨑 美由希

八幡平の豊かな自然に囲まれた本校は，

全校児童１９０名の小・中規模校である。

子どもたちの多くは農業を営む祖父母と

一緒に暮らし，素朴で地域を愛する気持

ちが強いのが特徴としてあげられる。地

域には大日堂舞楽を代表とする数多くの

伝統的行事が残り，子どもたちも地域の

行事に積極的に参加している。

昨年度から社会科を中心に校内の研修

を進めており，今年度からは日本新聞協

会のNIE実践指定校となった。社会科の研

究主題である，「自ら問題に気付き，進ん

で学び合う子どもの育成」の研究施策の

一助となるよう，新聞を活用して問題に

気付く力を育てるための実践を模索して

きた。

（１）帰りの会でのスピーチタイム

５・６年生では，朝の会や帰りの会

に１分間スピーチ「気になるニュー

ス」のコーナーを設け，自分で記事

を選び紹介した。

「気になるニュース」紹介用紙

児童が作成した紹介用紙①

児童が作成した紹介用紙②

【取組の様子】

・１学期の途中から実施した。基本的に

日直がスピーチするため，回数はそれ

ほど多くはなかった。



・児童は自分の興味関心を合わせ，スポ

ーツや科学，県内のニュース，政治や

国際情勢など，様々な記事を紹介して

いた。これまであまり新聞を読む機会

がなかった児童も，このスピーチタイ

ム導入を機に，「家庭で新聞を読む時間

が増えた」，「テレビのニュースもこれ

までより興味をもって見るようになっ

た」という感想をもっていた。

・限られた時間内で記事を要約し，感想

を話す活動であった。回数をこなすう

ちに，要約力や感想に使う語彙力が高

まったと感じている。

（２）社会科の授業での新聞記事の活用

【単元名】「震災復興の願いを実現する

政治」（６年）

【取組の内容】

・東日本大震災発生時の国や地方自治体

の取組について，教科書や資料集の内

容を補足する資料として，新聞記事を

活用した。

・秋田県立図書館のデータベースを活用

し，当該日の新聞紙面を入手した。

授業で使用した新聞記事

【取組の様子】

・教科書に書かれているだけでは具体的

に見えないことや，実際の国，地方自

治体が行ったこと等を詳しく読み取る

ことができていた。

・実際の地名や人名，団体名などが具体

的に書かれていたことで，より具体的

な理解につながったのだと思う。当時

の新聞記事の写真等も，震災の大きさ

や緊急の災害対応が必要だったことの

理解を助けていた。

・児童はこの授業の中で，教科書・社会

科資料集・新聞記事・地方公共団体か

ら発行された資料と，多くの資料を基

に調べる活動を行った。

（３）全校に広げる図書委員会の活動

①図書室内の新聞コーナー

新聞を全校児童にもっと身近に感じて

もらうよう，図書室に新聞を置くことに

した。

図書室には大休憩になると毎日児童が

図書を借りに来る。毎日，図書委員会の

児童がセンターテーブルに新聞を置き，

特におすすめの記事に目印をつけて広げ

た。

図書室のテーブルで新聞を読む児童

【取組の様子】

・「今日のニュース何だろう」「テレビ番

組は？」など，友達と声をかけ合って

身近な記事に関心を寄せる児童の姿が

見られた。

・図書室という場所が多くの児童の目に

触れる場所であるため，特に興味をも

っていない児童でも図書を読む感覚で



新聞を読む児童が増えた。

・大休憩の遊びの一環として，新聞を読

むという選択肢が増え，一人でも新聞

コーナーに立ち寄る児童もいた。

②図書委員会おすすめの記事紹介

新聞の記事そのままでは，低学年に

はどうしても難しい内容である。そこで，

低学年児童にも新聞の内容が分かるよう

にと，図書委員会がおすすめの記事を分

かりやすく説明する取組を行った。

【取組の実際】

・一週間の新聞記事から，特に紹介した

いと思った記事を選び，その内容を分

かりやすく説明したり，コメントをつ

けたりして掲示した。

・図書室前の掲示

板に掲示するこ

とで児童の目に

触れる機会が多

く，掲示板で足

を止めて読む児

童の姿が見られ

た。

・記事を選んで紹介する図書委員会の

児童にとっても，タイムリーな記事を

見付けたり，自分なりに疑問をもった

りと，新聞を読んでもらう側の立場で

考えていた。

（４）国語科と関連させた新聞記事の

活用

【単元名】 「新聞を読もう」（５年）

【取り組みの内容】

・八幡平小学校の行事を取り上げた地方

紙の記事を，単元の導入で活用した。

・同じ出来事について書かれた記事（全国

紙と地方紙）を読み比べて，見出しや写

真の違いやその理由を考える活動を行っ

た。

・興味をもった新聞記事を持ち寄り，意

見や感想を書いて交流する活動を行っ

た。

【取り組みの様子】

・事前にアンケートを行った結果，新聞

に触れる経験があまりない児童が多い

ことが分かった。自分たちのことが書

いてある記事を導入で扱ったことで，

新聞に対して興味をもち，「読んでみ

よう」という意欲の高まりが見られた。

・全国紙と地方紙の伝え方の違いについ

て，見出しや写真，本文など記事を詳

しく読む姿が見られた。同じ出来事で

も内容や構成が大きく異なることに気

付き，読者に合わせて新聞が作られて

いることや，発信者の思いによって記

事の内容や表現も変わってくることを

理解していた。

・地元の行事やスポーツ，災害や政治に

関する記事など，様々な内容に目を向

けて，記事を集め，感想を交流してい

た。

・この学習を機に朝の会でのスピーチを

開始し，様々な

記事を紹介して

意見や感想を交

流する姿が見ら

れた。

地元の先輩の活躍から
目標を見出したり･･･



（５）社会科と関連させた新聞記事の

活用

【単元名】「情報化した社会とわたしたち

の生活」（５年）

【取り組みの内容】

・報道被害や，インターネットが関連した

犯罪を伝える新聞記事を，授業の中で活

用した。

【取り組みの様子】

・報道被害を受けたという新聞記事の内容

から，情報が及ぼす影響の大きさや，情

報を受け取る側の立場としてどのような

ことに気を付けて行けばよいのかを考え

るきっかけとなった。

・最近は情報収集やコミュニケーションの

ツールとしてインターネットを活用する

児童が増えてきている。インターネット

が関連したいじめや犯罪などについての

新聞記事を取り上げたことで，メディア

リテラシーや情報モラルを身に付けるこ

との大切さについて考えを深めていた。

NIE 実践校としての成果と課題は次の通

りである。

【成果】

①これまで，児童の多くは新聞が身近な

存在ではなかったと思われる。学校の

いろいろなところに新聞が掲示された

り，広げられたりしたことで，新鮮な

思いをもって新聞の記事を読もうとす

る児童が増えた。また，学校で目にす

る機会が増えたことで，家庭に帰って

も，新聞を読むようになったという児

童の声も聞こえるようになり，新聞が

以前よりも身近なものになったことが

分かる。

②新聞を紹介する活動を通して，相手に

伝えるためにはどの記事を，どのよう

にして紹介するかを考えるようになり，

より新聞を読み解く目が深まった。特

に，低学年に紹介する活動では，読み

手を考えた記事選びや，紹介の仕方な

どを考えることで，語彙力が増し，分

かりやすく伝えるための表現力も向上

した。

【課題】

①授業の中で活用する際，教科書，資料

集，新聞記事と，多くの情報を基に調

べることになる。資料がありすぎるこ

とで，選択できず，負担に感じてしま

う児童もいた。新聞記事を含め，資料

の精選を考えていく必要がある。

②新聞を読んで問題に気付いたり，もっ

と調べたいという意欲をもったりする

姿があまり見られなかった。活動の内

容に教師側の工夫が必要であった。

二年目の次年度は今年度の反省を生かし，

活動全体の工夫を図り，高学年から全校に

広げる取組を行いたい。

国際情勢に目を向けて，
視野を広げたり･･･



 

 

 

 

１ はじめに 

  本校は、潟上市北東部の田園地帯に位

置し、児童数約２００名弱の小規模校で

ある。学区内を南北に国道や県道が走り、

朝夕の交通量の多い地区である。 

  児童は明るく素直であるが、本校の隣

にある認定こども園から共に育ってきた

全学年単学級の学習集団であるため、互

いの特ちょうをよく理解し安心して学び

合える一方、伝え合う必然性や必要を、

ことさら感じないまま成長してきた面も

ある。 

  そこで、今年度は「課題を主体的に受

け止め、判断し、自分の考えをもてる子

ども」「理由や根拠を明確にして考えたり

表現したりできる子ども」を育てるため

に、「主体的に関わりを求め、学を生かす

子どもの育成」を研究主題として、思考

力・表現力を育てる取組を進めてきた。 

  ＮＩＥ実践１年目の今年度は、校舎の

大規模改修工事と重なり、数度の教室移

動など学習環境の変化も伴ったため、取

り組む学年を絞り、日常の共通実践と、

各教科等における活用の２点について実

践を進めることとした。 

 

２ 共通実践から 

(1) 新聞を活用したスピーチ活動の継続 

４年生と５年生において、朝のスピー

チのテーマとして、新聞記事を読んで感

じたことや自分の考えを発表する活動を、

毎日継続した。 

 

 

 

 

 

(2) 各教科等の学習における教材や関連

資料としての新聞活用 

各学年の教科等の学習において、補

助資料や個に応じた教材としての新

聞記事の活用を意識的に取り入れる

ようにした。 

(3) 各教科等の学習におけるまとめとし

ての学習新聞づくり 

 ３～６年において、国語、社会、理

科、総合的な学習の時間等のゴールと

して学習新聞を作成した。友達の新聞

を読んでコメントを付箋紙で貼るな

ど、感想交流を行うことを通して、相

手の考えを知り、自分の考えを広げる

とともに、新聞形式でまとめることの

利点にも気付くことができた。 

 

３ 各学年の実践から 

(1) 朝のスピーチ （４年生） 

「こんな記事を見つけました」 

   年間を通じて取り組んで来た朝の

学活におけるスピーチの際、１１月

からのテーマを「こんな記事見つけ

ました」として、全員が取り組んだ。 

 

 

 

 

 

 

   

主体的に関わりを求め、学びを生かす子どもを育てるＮＩＥの実践 

潟上市立飯田川小学校  

教諭 千田 ひとみ  

【児童の選んだ主な記事】 

季節ハタハタ漁 魚氷漬けリンク閉

鎖 羽後飯塚駅新駅舎お目見え 青

学箱根駅伝３連覇記念パレード 桜

の電飾すてき（にかほ市） 今年の目

標、漢字一字に（井川小） 願い込め

枝アメづくり（アメッコ市） など 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

その時期ならではのニュース、話

題性のある記事、地元の潟上南秋地

区や近隣の市町村、秋田県に関する

記事など、回を重ねるごとに記事の

選び方に広がりや関連性が出てくる

ようになった。前に紹介されたこと

と似たテーマの記事を選んだ際には、

考えを比較しながら述べるなど、相

手意識をもって伝え合うようになっ

てきた。 

   新聞の紙面全体に目を通し、見出

しや写真を手がかりにして紹介した

い内容を探す子ども、スポーツ欄や

社会面など、探したい内容に応じて

紙面を絞って読む子ども、自宅であ

らかじめ新聞に目を通し、家族の中

での話題にする中で自分なりの意見

を練り上げてから発表する子ども、

家庭学習ノートにコメントを書くよ

うにした子どもなど、取組を継続す

る中で、子どもたちに変容が見られ

るようになった。 

 

(2) ５年国語科における実践から 

○単元名「伝記を読んで、自分の生き方

について考えよう」 

○単元目標 

・伝記や新聞に描かれた人物の人生に興

味をもち、その人物がしたことや思い

を読み取ったり自分の生き方について

考えをまとめようとしたりしている。 

・自分の経験や考え方と照らし合わせ、

描かれている人物や出来事，筆者のも

のの見方・考え方についての自分の考

えをもつ。                       

・事実の説明や筆者の考えがかかれてい

【１月２６日 Ａ児】 

 「笑いの力はがんにきく」という記

事を見つけました。３月にオープンす

る大阪府立病院機構「大阪国際がんセ

ンター」が、まん才や落語によってが

んに対する免疫力（めんえきりょく）

が上がるかを調べる実証実験を始め

るそうです。血えきけんさなどで結果

をたしかめ、２０１７年にも論文にま

とめる計画だそうです。ぼくは、笑い

ががんにきけばいいなと思いました。 

【２月１日 Ｂ児】 

 「秋田杉の温かみ好評」 １月２７

日～３０日にイタリアのミラノで県

産材家具「秋田コレクション」が発表

され、秋田杉のイスやテーブルなど１

８点を出展したそうです。 

秋田杉の温かみが注目を集め、現地

メディアでも紹介されるなど反きょ

うをよんでいるそうです。ぼくは、秋

田杉が世界で注目を集めていてすご

いなと思いました。 

【２月１３日 Ｃ児】 

わたしは、「大館アメッコ市開まく 

アメを求める人で活気」という記事

を見つけました。これは１５８８年に

始まったとされ、来年で４３０年をむ

かえるそうです。会場では、ろ店であ

めを買う人もいて、そのあめを食べる

とかぜをひかないという言い伝えが

あるそうです。 

 わたしは、昔からのアメッコ市の伝

とうをこれからも残していってほし

いと思いました。 



る部分などを読み分け特徴を捉える。 

○この単元でつけたい力 

・理由や根拠を明らかにして自分の考え

をもつ力 

 ○単元計画（全７時間） 

 ・単元の見通しをもち選書する。（１時間） 

  （伝記や新聞記事などから人物を選び、

関連図書・資料を読み進める） 

・教科書教材「百年後のふるさとを守る」

の主人公・儀兵衛の生き方を読み取り、

平行して、自分の選んだ人物の人物像、

業績、生き方を読み取る。（４時間） 

・教科書教材を読み取る際の観点を生か

して自分の選んだ人物について読み直

し、自分の考えを友達と伝え合うこと

を通して、自分の考えを広げたり深め

たりする。（２時間） 

○実践に当たって 

＜新聞資料などの事前準備＞ 

・ 教科書教材を読み進めることと同時

に、どの子どもも自分が読み進めたい

人物を選ぶことができるように、伝記

や新聞の様々な人物についての記事を

十分に準備した。それぞれの子どもた

ちの将来の夢や興味・関心、読解力の

実態等に合わせて、図書資料や新聞資

料を探すようにした。その際、図書サ

ポーターの支援も活用して、各紙のこ

ども新聞の特集欄や各紙のシリーズ欄

などの中から選ぶようにした。分量や

内容など、個人差に応じて考慮した。 

＜読み取ったことを生かし、理由や根拠

を明らかにして友達と考えを伝え合う

場の設定＞ 

 ・ 教科書教材を読み進める際の視点と、

それに基づいて図書や新聞資料の読み

取りを進めた際の学習方法を生かして、

自分が選んだ人物について読み深める

時間を確保した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 自分の考えを友達とペアやグループ

で共有する時間を設定し、資料の叙述

を根拠として考えを述べることができ

るようにした。その際、既習事項を生

かせるように配慮した学習シートを準

備した。文章量は 200 字程度というめ

どを示すことで、根拠となる事実や叙

述と、自分の考えを簡潔にまとめるよ

う意識をもたせた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

○実践を通して 

   人物の生き方についての資料を読み

自分の考えをまとめる学習で複数の新

聞記事を資料に加えることで、子ども

たちの個々の興味・関心や読解力等の

実態に応じた学習を保証するとともに、

観点に沿って自分の力で読み進める学

びの場を設定することができた。 

 

 



４ 成果と課題 

＜子どもたちは＞ 

○各学年共に、教科等の学習や学級での取

組に新聞記事を教材・素材として取り入

れたことで、身近な社会や世の中の出来

事に関心をもつようになってきた。家庭

学習にも新聞記事を読んだ感想を書くな

ど、変容が見られるようになった。 

●新聞が伝える情報の特徴を理解し、自分

の学習課題に沿って資料収集ができる力

や、新聞記事の文章構成やまとめ方、見

出しの付け方やリード文の書き方など文

章表現力や活用する力を、学年の発達段

階や学習内容に沿って伸ばしていきたい。 

＜教師は＞ 

○それぞれの教師が資料としての新聞活用

を意識することで、単なる知識にとどま

らず社会との関連の中で子どもたちの思

考を広げる指導の工夫を心がけるように

なり、教材研究の幅が広がった。 

○校内授業研究会では、ワークショップ型

の協議の中で視点を絞って意見を出し合

うことで、子どもたちにとって教材や資

料の有効な活用やよりよい提示の仕方に

ついて短時間で意見を集約する研修スタ

イルを工夫できた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

●各教科等の年間指導計画の中にＮＩＥ活

用の学習を位置付け、発達段階や各教科

等のねらいに沿って付けたい力を学校全

体で見直すなど、計画的な指導体制を構

築したい。 

●次年度は、全校の子どもたちが新聞を活

用した学習活動に取り組むことができる

ような特設コーナーの工夫など、校内の

学習環境整備に努めたい。 
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児童の視野を広げ，社会参画への意識を高めるＮＩＥの推進

横手市立山内小学校

教諭 奥 寿美子

１ はじめに

本校は，ＮＩＥ活動に取り組んで２年目

となる。

昨年度は，新聞のおもしろさや社会に目

を向ける機会として，新聞に親しむことが

できるようにＮＩＥタイムを設定して実践

してきた。２年目となる今年度は，「新聞

に親しみ，言葉の力をつけるＮＩＥ活動の

推進」（山内小中共通）のもと，本校では

「身近な情報源としての新聞に興味をもち，

新聞に親しもうとする児童」を目標にして

取り組んでいる。身近な，そして豊かな情

報源としての新聞に親しみ活用すること

で，見方や考え方を広げたり深めたりする

力，豊かに表現する力，社会参画への意識

を育てることを目指して日常場面や授業で

実践してきた。

２ 実践内容

(1) ＮＩＥタイムの設定

① 月曜日の学びタイムに設定

新聞ワークシート（低学年）に取り

組んだり，気になった記事をもとにス

ピーチ（中・高学年）して質問や感想

等の意見交流をしたりしている。

ＮＩＥタイムの様子

② 山小新聞の日

月２回木曜日の朝の読書タイムに設

定し，各学年に適した取組をそれぞれ

工夫し実践している。

山小新聞の日の様子

〈２年 ＮＩＥタイム

お気に入りしんぶんをつくろう〉

「毎日ＫＯＤＯＭＯ新聞」から自分

が気になった記事や写真を切り抜いて

一人一人「お気に入りしんぶん」を作

った。学びタイムを帯タイムにして活

用した。一つの新聞からたくさんの情

報が取り出された。

２年

帯タイムを設定して作った「お気に入り新聞」
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(2) ＮＩＥ指導の充実

① 記事をもとにしたスピーチ活動

中学年・高学年は朝の会でスピーチ

し，質問や感想を出し合い意見交流を

している。この活動により，週１回の

ＮＩＥタイムの取組から毎日の活動へ

つながり，社会への興味が連続したも

のとなり，社会の出来事に関心を高め

ている。

スピーチに使った記事は，ＮＩＥタ

イムと同じシートを使用して，各学級

の新聞コーナーの個人ファイルに蓄積

し，誰もが見合えるように掲示してい

る。

② 教科指導へ活用（授業実践）

昨年度，各教科の年間計画を見直し，

活用を図れそうな単元の洗い出しをし

た。その結果，教師それぞれが見通し

をもつことができた。

〈１年 生活科 なつをみつけよう〉

導入で，「毎日ＫＯＤＯＭＯ新聞」

の「ほたる」の記事を用いて意識付け

を図った。自分たちの身近なところに

もたくさんの「なつ」があることに気

付き，「なつさがし」の活動につなが

った。

１年 生活科の様子

〈４年特支 算数 折れ線グラフ〉

理科の気温と平行して，新聞にある

「天気・気温」を活用して折れ線グラ

フをかいた。

新聞にはたく

さんの情報があ

ることや，調べ

学習ができるこ

とを学んだ。

４年特支 算数「折れ線グラフをかこう」

〈４年 国語 新聞をつくろう〉

秋田魁新報社へ講師依頼し，効果的

な見出しの付け方の学習をした。

一番伝えたいことを１０文字程度に

まとめるのがポイントであることや，

新聞社では１つの見出しを決めるの

に，チームで３時間もかけて検討するこ

とも学んだ。

４年 国語 講師を迎えて

〈５年 理科 台風と天気の変化〉

新聞の天気図を活用し，台風や雲の

動きの学習をした。毎日の天気図を資

料にすることができ，台風の進み方や

台風による天気の変化について読み取

った。雲や台風の動きの経過を知るこ

とや記録として残すことができ，よい

資料となった。
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〈６年 学活 夢カードをつくって

めあてを立てよう〉

本田圭佑選手のインタビュー記事を

読み，夢や目標に近付くために必要な

ことは何かを話し合った。それをもと

に各自「夢カード」を作成し，毎日の

学習や生活のめあてを考えた。本田選

手の言葉が心に響いたと話す児童が多

かった。

〈２年４年特支 切り抜き新聞を

つくろう〉

テーマに沿

った記事を集

めて切り抜き

をし，新聞を

作っている。

テーマにそった切り抜き新聞

(3) 校内ＮＩＥ環境の整備

① 玄関ホールの新聞閲覧コーナー

児童が学校に入って来たとき一番に

目に入るように，玄関ホールに設置し

た。新聞台に２

社の新聞を置

き，小学生新聞

等はテーブルに

置いた。

玄関ホール

熊本大震災やリオ・オリンピックな

ど，どの児童にも読んで欲しい記事は，

特設記事コーナーとして広報委員会が

切り抜き新聞にして掲示した。付箋を

用意し，児童に感想を寄せてもらうよ

うに呼びかけた。

また，委員会や授業で児童が作った

新聞も常設の掲示コーナーに掲示して

紹介し，新聞への関心・意欲を高める

ようにした。

玄関ホール 新聞コーナー

② 各学年に掲示コーナーの常設

低学年は新聞ワークシートを，中学

年・高学年は新聞切り抜きシートを掲

示して，見合うようにした。

各学年の新聞コーナー

(4) 児童会広報委員会の活動の推進

① 毎日の新聞の入れ替え

新聞台とテーブルを活用し，いつで

も見られるようにしている。また，授

業等での活用に応えられるように一定

期間保存している。

② お薦めの記事をクイズにして紹介

クイズの出題の仕方を工夫して，興

味をもって読んでもらい，意欲的に答

えてもらおうと話し合っている。

玄関ホール 新聞クイズ
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③ 新聞を活用した集会を実施

より新聞に親しむために，縦割りの

なかよし班ごとに，切り抜き新聞作り

を行った。テーマを事前に予告し，各

自が持ち寄った新聞を見合い，話し合

いながら記事を切り抜いていた。割り

付けも話し合い，コメントを手分けし

て書き貼り付けていた。集会の振り返

りで，みんなで見合うことのよさを発

表する児童もいた。

広報委員会主催 なかよし班活動

「夏新聞を作ろう」

３ ＮＩＥアンケートより

ＮＩＥ活動に取り組んで２年目となる今

年度，６月上旬に昨年度の振り返りと合わ

せてアンケートを実施した。また，今年度

前期の振り返りとして９月中旬に２回目の

アンケートを実施した。

（１）ニュースはどのようにして知りますか。

ア．テレビで知りました。

（６月） （９月）

イ．自分で新聞を読んで知りました。

（６月） （９月）

（２）家では新聞を購入していますか。

（６月） （９月）

（３）新聞のどこを読みますか。

（前期） （１１月）
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４ 成果と課題

(1)成果
○低学年では，社会の出来事やニュース，

新聞に興味をもつようになった。学年

が進むにつれ，ニュース（社会の出来

事）に対する関心が強くなってきてい

る。

○新聞コーナーで立ち止まって見ている

児童が増えてきた。また家庭でも新聞

を見る児童が若干ではあるが増えてき

た。

○自主学習でも，新聞を切り抜いて感想

を書いてくる児童がでてきた。

○高学年はもとより，低学年においても，

写真だけでなく見出しや記事に目を向

ける児童が多くなってきた。

○切り抜き新聞作りで，すみずみまでし

っかりと読んで作ろうとした姿が多く

見られるようになった。この活動によ

り語彙が増えスピーチに反映させるよ

うになってきた。

○高学年では，新聞を読むことの楽しさ

が分かり，「もうちょっと記事を探さ

せてください。」「もう少しじっくり

読みたいので時間をください。」など

の声が聞かれるようになった。

○学年が進むにつれ，社会の出来事につ

いて，それぞれがどういった感想をも

ったか交流する場が増えた。

○新聞を媒体にした各学級のスピーチ活

動や集会・委員会活動での表現する場

が増え，人前で発表できる児童の姿が

見られる機会が増えた。

○発言の内容に，新聞やその他の媒体か

ら得た社会的事象に関する知識を活用

したものが聞こえるようになった。社

会参画への意識の萌芽と捉えている。

(2)課題
●２週に１回の山小新聞の日であるが，

じっくり読むための時間の確保が課題

である。

●学校では新聞を読む時間を保障してい

るが，家庭ではその時間がなかなかも

てないでいるので，新聞コーナーの充

実を図る必要がある。

●日常の活動と結び付けた授業や，新聞

を有効に活用した授業を展開するため

に，先進校の事例や外部講師の専門性

を取り入れた研修が必要である。

●新聞を媒体にした表現活動の機会が増

え，社会事象に関心が高まってきた。

今後，自分の意見を友達や親と交わす

ことで，自分の考えを深めて豊かな言

語活動につなげていきたい。

●たくさんの情報の中から，必要な情報

を取捨選択する能力を高める必要があ

る。



       

ＮＩＥ実践報告 新聞に親しみ，慣れ，活用する活動を  

大仙市立豊川小学校  

 教諭  加賀谷 秀樹  

 

１．はじめに 

 本校では，平成 27 年度からＮＩＥ教育

の実践指定校となり，主に国語科や社会科，

図画工作科の授業や学級活動の実践を通し

て，新聞活用について研究を進めている。

２年目でもある今年度は，   

・低学年…新聞に触れ，新聞に親しむ  

・中学年…身近な記事を読み新聞に慣れる  

・高学年…新聞を活用する  

の３段階に分け，各学年で担任の創意を生

かし活動に取り組んだ。各学年どの教科・

領域で新聞を活用できそうか，年間計画の

単元一覧を見ながら， NIE の計画を立てて

スタートした。  

 

２． 実践内容  

届けられた新聞６紙は，昨年同様，中・

高学年の教室がある２階に新聞社ごとに分

けられた新聞専用棚を設け，いつでも自由

に新聞を読むことができるようにした。ま

た，古くなった新聞は，低学年が新聞に触

れることができるよう１階の新聞専用棚に

積み重ねておき，図画工作等でも自由に使

えるようにした。  

 

（１）低学年の実践  

① 授業の中で  

国語科の時間に，カタカナ見つけの学習

で新聞を使った。カタカナに興味をもたせ

るのにとてもよい活動ができた。  

図画工作科の「おおきなかみで  わっく

わく」の学習では，新聞紙を切ったり，ま

るめたり，ねじったりと思い思いの自由な

発想で作品を作ることができた。材料とな

る新聞紙がたくさんあることで，失敗を恐

れずに試しながら作ったり，同じものをた

くさん作ったりしていた。新聞のインクの

においに包まれながら，楽しい活動となっ

ていた。 

 

② 新聞紙を身近なものに  

掃除の時間に新聞紙を窓拭きや掃き掃

除に使った。また，靴が濡れたときは，靴

の中に新聞紙を詰めて乾かした。なわとび

が苦手な児童には，跳び縄に新聞紙を巻き

つけて跳び縄を回す感覚を身につけさせた。

新聞紙を巻いた跳び縄を使った児童は，跳

び縄に新聞のインクが付き，黒くなったこ

とを発見し，友達に教えていた。  

 

跳び縄に新聞紙を巻いて練習  

 

（２）中学年の実践  

①何欄が好き？  

 ３年生は，教室に「新聞コーナー」を設

け，児童が見つけてきて，みんなに知らせ

たい記事を切り抜いて貼った。読んだ記事

には，「既読」シールを貼り，どれだけその

記事に興味を示したのか分かるようにした。

スポーツ記事や地元記事に人気が集まった。 

 低学年の新聞紙に慣れる段階を経てきた

３年生。新聞紙から新聞記事へ興味を向け

させる実践ができた。  



②フィールドワーク新聞の作成  

 ３年生は，食品工場見学の様子を壁新聞

にまとめる学習をした。どんな見出しをつ

けると記事に興味をもってもらえるかを考

えながらグループで壁新聞を作成した。  

 
「なっとうのひみつ新聞」  

 

 

とってもジャンボな壁新聞  

 

 ４年生は，国語科の「新聞を作ろう」で

新聞の特徴を確かめる学習をした。その学

習を生かして，社会科のフィールドワーク

後のまとめとしてフィールドワーク新聞を

年間５枚作成した。一番伝えたい中心とな

る事項をはっきりとさせて書く力が付いた。 

昨年度の課題でもあった「新聞の紙面構

成を知り，授業のまとめなどで新聞を作る

ときなど戸惑いなく，見やすく，分かりや

すい紙面を作る学習もこれから取り入れて

いきたい」ということが少し解決できた。  

同じく国語科の「短歌・俳句に親しもう」

の学習では，新聞の俳句コーナーを参考に

し，お気に入りの俳句を声に出してよんだ

り，真似て自分で作ってみたりした。  

  

 

学校報で紹介した子どもらしい感性豊かな作品  

 

（３）高学年の実践  

①俳句作品作り  

 ５年生は，国語科の「日常を十七音で」

の学習で，俳句の学習をした。新聞の俳句

コーナーに自分たちと同じ小学生の作品が

載っていることを知り，表現力を向上させ

ようと，作品作りに継続的に取り組んだ。 

  

 

学校報で紹介した季節の変化をとらえた作品  



②新聞作りの取り組み  

６年生は，歴史新聞，修学旅行新聞，伝

統文化新聞等の新聞作りに取り組んだ。  

 

修学旅行新聞に使う写真と見出しを全校集会で

報告  

 

修学旅行新聞は，修学旅行の楽しかった

体験や建造物・文化遺産等を見学した感想

を新聞にまとめ伝えることを目的とした。  

歴史新聞と伝統文化新聞は，社会科の歴

史学習や国語科の古典学習の単元のまとめ

として，自分の興味関心をさらに深め，友

達や保護者に自分が学習して分かったこと

を伝えることを主な目的とした。  

まず，新聞作りで押さえるポイントを確

認した。 

・A4 用紙１枚にまとめる。  

・新聞の名前（題字）を決める。  

・見出し，小見出しを効果的に入れる。  

・絵や写真を入れる。（キャプションを付け

る） 

・引用だけでなく，必ず自分の考えを書く。  

その後，レイアウトを考えさせ，絵や写

真，図表等を選ばせたり，本文を書いたり

させた。繰り返し取り組ませることで，新

聞の見出しや写真の使い方，キャプション

の付け方に興味をもち，学校に配達される

新聞を読むようになってきた。  

 

③新聞記事スクラップ  

学校に配達される新聞や定期購入して

いる小学生新聞等を読んで，興味をもった

記事を切り抜き，台紙に貼って付箋に感想

や意見を書くという活動を継続して行った。

台紙は教室に常時掲示し，興味ある記事は

どんどん張り重ねていくことにした。一つ

のテーマ（例えば，熊の出没に対して）を

決めて，それに関する記事を集めたり，記

事内の考えや行動に対して自分は賛成であ

るか反対であるか立場を明確にするために

付箋の色を変えて意見を書いたりもした。  

 

（４）全校での実践  

①児童集会で新聞紙を使ったゲームを  

 夏休み前，児童会主催の「わくわく夏休

み集会」で新聞紙を使ったゲームを二つ行

なった。 

 

「わくわく夏休み集会のプログラム」  

 

 一つ目は，「新聞紙リレー」。手を使わず

に新聞紙をおなかから落とさないようにし

て体育館を走って往復するゲームに，児童

の歓声が響いた。  

 

縦割りグループ対抗の「新聞紙リレー」  

 

 二つ目は，「新聞紙じゃんけん」。校長先



生とじゃんけんして，負けたら新聞紙を半

分に折るゲーム。  

 

大きな声で「じゃんけん，ぽん」  

 

負けた人は半分に。勝った人は，大喜び  

 

 新聞を身近なものにというねらいをもっ

て，児童会でも楽しいゲームを取り入れて

くれた。 

 

②「新聞写真タイトルコンテスト」  

 昨年の冬休みに引き続き，長期休みを利

用して「豊川小学校  写真タイトルコンテ

スト」を行った。上学年は「自力で挑戦」

部門，下学年は「親子で挑戦」部門とした。

教師による選定のほかに，今年は児童にも

どのタイトルがよいか選んでもらい，各部

門から最多の票を集めたものを加えて表

彰した。 

 新聞を自分の手で１ページ１ページ「め

くる」ことに大事な意味があると考えて行

った試みである。子どもらしい発想を生か

した楽しいタイトル，驚きを素直に表した

タイトル，被写体への共感にあふれたタイ

トルなど今年も傑作が多かった。  

 

３．成果と課題  

（１）成果 

 ○新聞紙から新聞記事へと学年の発達

段階に応じた実践がなされ，学習の中

に新聞があることを当たり前のこと

と感じることができた。  

 ○俳句や短歌，作文など全国の小学生が

投稿したものが掲載されているのを

見て，自分たちが作ったものと比べた

り，よい表現を参考にしたりと刺激を

受けて「また作ってみよう」という意

欲につながっていった。  

○｢新聞写真タイトルコンテスト｣の実

践を通し，短い文で相手に伝える方法

を身に付けつつある。記事の中身を具

体的に表している写真にタイトルを

付けることは，内容をしっかりと把握

することにもつながっている。読めな

い字や意味が分からない言葉を家族

に尋ね教えてもらう等，家庭を巻き込

んだ活動となっている。  

○昨年の課題でもあった「新聞の紙面構

成を知り，授業のまとめなどで新聞を

作るときなど戸惑いなく，見やすく，

分かりやすい紙面を作る学習もこれ

から取り入れていきたい」ということ

が４年生の実践により，少し解決でき

た。 

 

（２）課題 

○今年は，新聞を学習に生かす場面や方

法等を学級担任に一任したため，他の

学年がどのように活動を進めている

のか見えにくかった。全校集会等で発

表するだけでなく，定期的に情報交換

したり，研修の中にしっかりと位置づ

けたりする必要があると感じた。  
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情報活用能力と表現力の育成を目指したＮＩＥ推進

由利本荘市立大内小学校

教諭 石 川 昌 弘

１．はじめに

今年度は，ＮＩＥ実践指定校として，大

内小学校としては１年目，統合前の上川大

内小学校を含めると２年目にあたる。今年

度のＮＩＥ推進にあたり，春に再度，「新

聞に関するアンケート」を実施し，児童の

実態を把握したうえで，上川大内小学校の

昨年度の実践を参考にしながら，次の３つ

のねらいのもと，全校と各学年でＮＩＥの

実践を進めてきた。

・身近な情報源としての新聞に興味をも

ち，新聞に親しむ。

・新聞記事を読んだり，記事に関するス

ピーチをしたりすることを通して，社

会の出来事に目を向け，自分なりの考

えをもつことができるようにする。

・新聞から表現方法を学び，学習活動の

中での新聞作りを通して，必要な情報

を収集し，文章や写真などで表現する

力を育てる。

２．実践内容

(1)全校の取組

①新聞集会

７月と12月に，低・中・高学団部で新

聞集会を行った。各学団で段階に応じた

ねらいを設定して，内容や進め方を検討

したうえで実施した。(写真１～３)

《７月》

低学団…グループに分かれて，２年生が

自分で選んだ記事を紹介し，１

年生が感想を発表する。

中学団…一人一人が選んだ記事に感想を

加えたシートを掲示し，付箋紙

に感想を書いて交流する。

《写真２》 新聞集会(中学団)

《写真１》 新聞集会(低学団)

《写真３》 新聞集会(高学団)
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高学団…「ロボットと未来の生活」に関

する共通の記事を読み，グルー

プで意見を交流する。

《12月》

低学団…グループに分かれて，一人一人

が自分で選んだ記事を紹介し，

感想を交流する。

中学団…一人一人がこれまで蓄積してき

た記事から紹介したい記事を選

んで，グループで紹介し，感想

を交流する。

高学団…「英語」と「鳥インフルエンザ」

に関する記事の２つからどちら

かを選択し，グループで質問や

意見を交流する。

低学団の集会で，２年生の記事紹介を１

年生が楽しげに聴いていて，一人一人の新

聞への関心が高まってきていると感じた。

中・高学団の集会では，グループでそれぞ

れの意見を交流しながら，記事に対して自

分の考えをもったり，友達の考えに触れた

りすることができた。しかし，交流や話合

いの仕方に関する技能は，他教科等とも関

連させて，さらに育てていかなければなら

ない部分である。

この新聞集会は，全校で今年度のＮＩＥ

推進の在り方を確認する良い機会となっ

た。

②各種コンクールへの応募

１～３年生は，夏季休業明けに「新聞き

りぬきコンクール」(秋田魁新報社主催)に

向けて作品作りに取り組んだ。(写真４)

学年ごとに４～６人のグループで，「秋

田のまつり」，「オリンピック」，「きれい

なもの」，「めずらしいもの」等のテーマ

を決めて，新聞を切り抜き，それぞれが見

出しやコメントを加えた。(写真５) 作品

が完成したあとには，お互いに見合い，感

想等を交流した。

下学年の取組であり，教師の支援を必要

とする場面が多く，児童主体の活動にはで

きなかったが，テーマを設定して記事を探

すという新聞の読み方の新しい視点を獲得

できた活動となった。

４～６年生は，夏季休業中に家庭の協力

を得ながら，「いっしょに読もう！新聞コ

ンクール」(日本新聞協会主催)の作品作り

に取り組んだ。

自分で選んだ記事を家族と一緒に読み，

《写真５》 ２年生が作成した「新聞き

りぬきコンクール」の作品

《写真４》 テーマをもとに記事

を探している場面
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感想や意見をもつことで，新聞に対する関

心を高めることができた。しかし，作品の

内容や取り組み方には大きな個人差があっ

た。その要因として，夏季休業中の家庭で

の活動であったために，個別の指導が行き

届かなかったことがあげられる。今後は，

記事を読んで感想や意見を書く活動を家庭

学習等に取り入れ，内容の向上を図るとと

もに，教師が助言するなどして作品作りを

支援できる態勢を検討していきたい。

③ＮＩＥコーナーの設置

年間を通して，ＮＩＥコーナーを常設し，

新聞６紙を閲覧したり，地域のニュースの

記事や担当が選んだ記事に触れたりできる

ようにした。

当初は玄関ホールに設置したが，一部の

児童が新聞に目を通すという程度であり，

児童が積極的に関わるコーナーとはいえな

かった。11月からは，場所を図書室に変更

し，たくさんの児童の目に触れるようにし

た。(写真６) 新聞６紙の他に，「○○

先生のおすすめの記事」や地域の記事等も

掲示したことで，コーナーに関わる児童が

少しずつ増えてきている。(写真７)

今後は，児童が記事を読み，感想や意見

を付箋紙で貼ることができるようにするな

ど，双方向の関わりが可能なコーナーにし

ていきたい。

《写真６》 図書室に常設したＮＩＥ

コーナー

(2)学年の取組

①朝のＮＩＥスピーチ

朝の短学活において，新聞記事の紹介と

感想のスピーチを行った。４年生，６年生

は年間を通して，３年生は11月から実施し

た。

家庭学習と連携させて，自分が選んだ記

事をノートに貼り，自分や家族の感想をま

とめたものをもとにスピーチをする形式で

進めてきた。

スピーチの後には，ノートを回覧したり，

学級のＮＩＥコーナーに展示したりして，

全員が自由に見られるようにした。

休み時間に，児童が記事について会話し

ている様子も見られ，新聞に関する意識が

高まってきていることを感じた。

②学習のまとめとしての新聞作り

各学年において，各教科等の学習のまと

めとして，新聞作りを行った。

２年生は生活科の各活動，３年生は総合

的な学習の時間の地域めぐりなど，４，５

年生は各校外学習，６年生は社会科の歴史

において各時代のまとめとして，新聞作り

《写真７》 地域のニュース紹介
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を取り入れてきた。(写真８)

新聞を作る際には，見出し等を工夫する

など，実際の新聞のレイアウトを参考にし

ながら取り組んでいる児童も多い。

③新聞を活用した授業

４年国語科「アップとルーズで伝える」

教科書の教材文で「アップ」と「ルーズ」

について学習した後に，実際の新聞からそ

れぞれの記事を探し，調べる活動を取り入

れた。

それぞれの記事について，写真が「なぜ

アップなのか，ルーズなのか」を考えるこ

とで，記事に添えられた写真の効果を確認

することができた。

６年国語科「記事が伝えたいこと」

「2016年度ＮＩＥ研究会」での模擬授業

を参考にして，新聞を活用した授業を６年

生で行った。

リオ五輪レスリングの吉田沙保里選手の

《写真８》 ３年生が作成した「地域めぐ

り」の新聞

敗戦を伝える２つの記事を読み比べ，それ

ぞれの記事が伝えようとしていることを考

える授業であった。

「写真」，「見出し」，「本文」に着目し

ながら，グループや全体での話合いを中心

に学習を進めた。(写真９)

難しい内容ではあったが，意欲的に発言

したり，食い入るように記事を見たりして

いる児童が多く，視点をもって記事に触れ

るという新たな読み方をすることができた

授業となった。

３年道徳の時間「チャレンジする心」

「自分の目標に向かって，最後までやり

遂げようとする心情を育てる」ことをねら

いにして，担任自身も参加した「100キロ

チャレンジマラソン」を資料として扱った。

その際，大会について取り上げた記事を紹

介し，一人一人がシートに感想をまとめた。

(次頁写真11)

《写真10》 授業の板書

《写真９》 グループでの話合い
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実際の新聞記事を活用することで，児童

が現実感や迫真感をもって事実に触れるこ

とができた。また，教師の主観を入れずに，

客観性をもった資料として提示することが

できることも利点であると感じた。

(3)委員会の取組

○保健委員会

６～９月の業間休みにおいて，保健委員

会で「熱中症予防声かけプロジェクト」を

行った。保健委員が全校児童に帽子の着用

と水分補給を呼びかける活動である。その

際に，保健委員が朝，当日の新聞から天気

と気温の情報を収集し，活動に生かすよう

にした。

新聞には記事以外にも様々な情報が盛り

込まれていることを，児童が認識できた良

い機会となった。

来年度は，他の委員会にも新聞を活用し

た活動を広げていきたい。

３．成果と課題

《成果》

・新聞集会の実施，各種コンクールへの

応募や，ＮＩＥコーナーの設置，各学

年での取組を通して，新聞に親しもう

とする児童の態度は育ってきている。

・各種コンクールへの応募や家庭学習と

連携した取組により，記事を読んで自

分の考えをもつことができる児童が多

《写真11》 新聞記事を活用した道徳シート

くなってきた。

・実際の新聞から学んだ表現方法を，学

習のまとめとしての新聞作りに生かす

児童が増えてきた。できあがった新聞

は，見出しやリード文がつけられてい

たり，絵や写真等のレイアウトが工夫

されていたりして，見やすく，内容が

伝わりやすいように作成されているも

のが多い。

《課題》

・「新聞に関するアンケート」(後述)に

おいて，「新聞に触れる機会」，「新聞

に対する印象」，「読む内容」につい

て，今年度一年間で大きな変容は見ら

れなかった。コンクールへの応募等，

時期的な取組以外の実践をさらに進め

ていくとともに，学校だけでなく，家

庭とも連携を取りながら来年度のＮＩ

Ｅを推進していきたい。

・今年度は，日課の中に新聞を読む時間

を設定することができなかった。来年

度は，朝の時間等を活用しながら，新

聞とじっくりと向き合う機会を位置付

け，購読できる新聞６紙の一層の有効

活用を図っていきたい。

・図書館に常設しているＮＩＥコーナー

を，全校児童が関わるものにできなか

った。教師側から一方的に提示する形

式でなく，感想を交流したり，児童が

参画したりしながら，双方向の関わり

ができるコーナーにしていきたい。

《新聞に関するアンケートから》

１ 「新聞に触れる機会」

Ｈ28．６月 Ｈ29．３月

毎日、読んでいる １５％ 　７％

ときどき読んでいる ５３％ ６０％

ほとんど読んでいない ３３％ ２８％
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２ 「新聞に対する印象」

３ 「読む内容」

Ｈ28．６月 Ｈ29．３月

楽しそう ４０％ ３４％

むずかしい ４６％ ３５％

ためになる ６１％ ６０％

Ｈ28．６月 Ｈ29．３月

地域、日本、世界のニュース ４７％ ５３％

スポーツのニュース ４７％ ５５％



構成に着目し伝えたいことの中心を読み取る力の向上を図る授業実践

秋田大学教育文化学部附属小学校

教諭 菅野 宣衛

１．はじめに

文章全体の構成を意識しないまま漫然と

読んでしまうという子どもたちの実態をふ

まえ，本単元では，「文章全体の構成に着

目し，伝えたいことの中心をとらえて読む

力」を育てることをねらいとして授業実践

を行った。

新聞記事は，記者がとらえた事実を正確

かつ明確に伝える表現方法に特徴がある。

中でも報道記事は重要な情報を最初に伝

え，後に進むほど細部を具体的に伝える逆

三角形の構成を原則としている。そのため，

構成を意識しながら必要な情報を的確に把

握するという効果的な読み方を学ぶ上で非

常に適した教材である。

新聞記事の構成や表現の工夫に着目し，

記者が伝えたいことを考えながら読む活動

を重ねることで，中心をとらえて読む力を

高めることができると考えた。

２．実践内容

第４学年・国語

「見つけよう！新聞の伝え方の工夫」

(1)単元の目標

(1) 新聞記事の内容や表現の工夫に興

味をもち，伝えたいことの中心を考

えながら読もうとしている。

〈国語に対する関心・意欲・態度〉

(2) 見出しや写真，段落や文の構成に

着目し，記者が伝えたいことの中心

を読み取ることができる。

〈読むこと イ〉

(3) 伝えたいことを明確に表現するた

めの工夫を指摘し，その意図や効果

を説明することができる。

〈伝統的な言語文化と国語の特質に

関する事項（ク）〉

(２)学習活動（全６時間）

① 自分が気になった記事を紹介する。

② 新聞記事の特徴を知る。

③ 記事を読み，ふさわしい写真を選ぶ。

④ 記事にふさわしい見出しを選ぶ。

⑤ 記事を読んで，見出しをつける。

⑥ これまでの学習をふり返り，新聞の

伝え方の工夫をまとめる。

(3) 指導の留意点

伝えたいことを正確にとらえるために

は，文章全体から中心となる文や語句をと

らえる力が必要となる。中心をとらえるた

めにも，段落相互の関係や文章全体の構成

を意識しながら読むという視点が必要であ

る。そこで内容だけでなく，逆三角形の構

成や，見出し・写真・本文の一貫性といっ

た，記事の中心を明確に伝える表現の工夫

を見つける活動を位置付けた。

読み取りに当たっては，まず情報の受け

手として内容を正確にとらえることができ

るように，記事が「何を伝えているのか」

という視点から５Ｗ１Ｈを把握する活動を

行った。

その上で，情報の送り手が「どのように

伝えているのか」という視点から記事をと

らえ直し，見つけた表現の工夫や意図につ

いて話し合う活動を設定した。

毎時間の終末には，話合いを通して見い

だした表現の工夫や，中心をとらえる読み

方をふり返る活動を設定することで，学ん

だことを自覚し活用できるようにした。

３．教材について

教材として使用するのは2016年４月21日

に秋田魁新報に掲載された，北鷹高校の生

徒が考案した「バター餅風スープ」が鷹巣



小・鷹巣東小の給食に登場したという記事

である。

記事は五段落で構成されている。

１段落では，給食にバター餅風スープが

出されたことの概要が，５Ｗ１Ｈの要素を

押さえて述べられている。

２段落には，バター餅風スープの説明が

あり，３段落には，スープが給食で出され

るまでの経緯について書かれている。

４段落では児童と高校生のコメントが，

５段落では，スープが鷹巣東小でも提供さ

れたことがそれぞれ紹介されている。

このように本記事は全体にかかわる重要

な情報が先に書かれ，後ろの方へ読み進め

るほど重要度が下がっていく典型的な「逆

三角形の構成」になっている。また，見出

しや写真の順番と，文章の構成の順番も一

貫しており，送り手の表現意図を，子ども

たち自身が見いだしていく教材として適し

ている。

４．結果と考察（第４時の授業実践から）

記事の中心を見いだす

第４時は，記事にふさわしい主見出しを

選ぶ活動を通して，重要なことから先に伝

えるという報道記事の構成に着目し，記者

が伝えたいことの中心を読み取ることをね

らいとした一時間である。

授業の導入では写真と本文だけの記事を

見出しのない記事

読み，気付いたことを出し合うことから始

めた。子どもたちから，「見出しがない」

「見出しがないとさみしい」という声が上

がる。

そこで，新聞社の見出しを付ける人が迷

っていることを伝えＡ・Ｂ二つの見出しを

提示した。その結果，「記者が一番伝えた

いことにぴったり合う主見出しを選ぼう」

という学習課題が生まれ，次のような「対

話」が始まった。

Ｃ１：僕はＡだと

思 い ま す 。

Ａ の 見 出 し

に 「 好 評 」

と あ っ て ，

１ 段 落 の 最

後 に も 好 評

と書いているから。

Ｃ２：「児童に好評」だけでは何が好評な

のか分からない。主役のバター餅が

大きく書かれているＢの見出しの方

がいい。

Ｃ３：Ｂの見出しには「バター餅がスープ

に！？」と「！？」がついていて，

記事を読みたくなる感じがする。

Ｃ４：それに，この記事はバター餅風スー

プのことを詳しく説明している。

Ｃ５：バター餅が変わって進化したことを

詳しく説明しているから，この記事

はバター餅が主役。

Ｔ ：バター餅が変わって進化したってど

の言葉から分かるの。

Ｃ６：バター餅風スープだから。バター餅
．

をそのまま入れたんじゃなくスープ

にした。

Ｃ７：「本物のバター餅は使わず」って書

いてある。

Ｃ８：「再現」って書いてある。

Ｃ９：（記事の）前の方の２段落や３段落

二つの見出し



でもバター餅のことを詳しく説明し

ている。やはり見出しはＢだと思う。

Ｃ10：写真説明にも「バター餅風スープ」

と書かれている。

はじめに発言したＣ１児は本文と見出し

の関連性に着目し，記事の中心が「高校生

が考案したこと」であると考えていた。

それに対し，Ｃ２児は「何がどうした」

をはっきり示すという見出しの特徴を踏ま

え，「バター餅」を主語としてはっきり示

しているＡの見出しの方が適切であると述

べている。さらに，Ｃ３児も，「！？」の

記号を用いた強調表現によって，Ｂの見出

しの方が読者が読みたくなるように工夫さ

れていることを指摘している。

続く，Ｃ４・５児も，バター餅がスープ

へと「変わって進化」したことが中心であ

ること，本文の叙述で「詳しく」説明され

ていることを主張した。しかし，その根拠

となる叙述は示されていなかった。そこで，

本文に立ち返らせるために，どの言葉から

「変わって進化」したことが読めるのか，

根拠となる叙述を問うた。Ｃ６児の発言に

よってバター餅「風」という表現から，バ
．

ター餅をそのまま入れたのではなく「スー

プにした」ことが重要であることが示され

た。続くＣ７～８児が根拠としてあげた「バ

ター餅は使わず」にその風味を「再現」し

たという語句によって，バター餅をスープ

にしたことがニュース性の高い重要な情

報，つまり本記事で記者が伝えたいことの

中心であることが明らかになっていく。さ

らに，Ｃ９児が重要度の高い記事の前半の

段落でスープについて詳しく説明している

こと，Ｃ10児が記事上段の写真説明がバタ

ー餅であることを指摘したことによって，

中心が「バター餅」であることがより明確

になっていった。

このように授業前半の「対話」の場面で

は，見出しや，書かれている段落の順序，

写真説明などを相互に関連付けながら記事

の中心を見いだしていく子どもの姿が見ら

れた。

構成の工夫と効果について考える

授業の後半では，さらに新たな視点とし

て段落内の文章の順序に着目した発言が出

された。

Ｃ１：バター餅風スープは１段落でも出さ

れているし，２段落もスープのこと

から始まっている。（記事の）一番

大事なところにはスープのことが先

に書かれていて，後から高校生のこ

とが書かれている。

Ｔ ：順番って関係があるの。

Ｃ２：先にバター餅，後に高校生のことを

書く理由がある。今回の記事は中心

がバター餅だから先に伝えている。

Ｃ３：先に出た方がトップ記事みたいに中

心になる。今回は最初がバター餅だ

から，後に書かれている高校生はそ

れほど中心ではない。

Ｔ ：バター餅のことは記事のどこに書い

てあるの。

Ｃ４：１段落目の最初の文に書いてある。

Ｃ５：最後の方にあるとあまり目立たな

い。最初の方だと大切なのが目立つ。

Ｃ１～３児の発言から，大事なことを先

に伝える新聞の逆三角形の構成に着目して

いることがわかる。しかし，この時点では

先に書かれているから重要であると言うこ

とだけで，「なぜ先に書くのか」という表

現の効果までは気付いていない。

そこで，順序に着目したＣ５の発言をき

っかけに，第１段落が最後になるように構

成を変えた「あべこべ新聞」を提示し，比

べ読みの活動を行った。



Ｔ ：あべこべ新聞と普通の新聞を比べて

みて気付いたことはありますか。

Ｃ６：最後まで

ず う っ と

読 ん で い

か な い と

ど ん な 記

事 か 分 か

ら な い 。

これだと，

何 が ど う

し た の か

分 か ら な

い。

Ｃ７：前に勉強したように，記事では「だ

れが・いつ・どこで・どうした」を

必ず書かなくてはいけないというル

ールがあるので，それがないと変に

感じちゃう。（新聞は）最初の文か

ら，だんだん詳しくなっていくとい

うルールになっているから，はじめ

の部分がないと分かりにくい。

Ｃ８：Ｃ６さんに付け足しで，新聞はみん

なに分かってほしくて書くものだか

ら，一番伝えたいことを最初に書い

た方がいい。

この場面では，「最後までずうっと」読

まないと記事の内容が分からないというＣ

６児の発言によって，「何がどうした」を

先に書く重点先行型の文章の利点が明らか

になっている。報道記事では，何がどうし

たのかを先に知らせることが読者の利便性

という点からも最も重要である。だからこ

そ，Ｃ８児も指摘しているように，伝えた

いことから先に書く必要があるのである。

また，Ｃ７児は，既習の内容と関連付け

ながら記事のはじめに５Ｗ１Ｈに当たる重

要な情報を伝え，２段落以降はそれを詳し

くしていくという報道記事の構成に着目

あべこべ新聞

し，１段落の重要性を説明している。比べ

読みをもとにした，一連の「対話」によっ

て，事件の概要を最初に伝える１段落がな

ければ「分かりにくい」ことが全体で共有

されていった。

授業の終末では，話し合ったことをもと

に，伝えたいことの中心である主見出しを

決めるときはどこを読めばいいか，新聞社

の人に教えてあげようという形で，まとめ

る活動を行った。以下はその抜粋である。

・ 主見出しを決めるときは，記事の最

初に注目しながら，はじめに書かれて

いることを見て決めるといいですよ。

・ 主見出しを選ぶときは「順番」と「い

つ・どこで・だれが・なにをした」と

いうことに気をつけるといいですよ。

表現は異なるものの一人一人が，伝えた

いことの中心をとらえるためには，報道記

事ならではの構成に着目して読めばいいこ

とに気付いていることが分かる。

５．成果と課題（第４時の授業実践から）

今回の実践の成果は，構成に着目するこ

とで伝えたいことの中心を子どもたち自身

で見いだすことができたことである。ふり

返りや発言をみても，ほぼ全員の児童がこ

の記事の中心をとらえることができていた

といえる。

その反面，授業後半の逆三角形の構成に

するよさについて話し合う過程に十分な時

間を保障できなかった点が課題である。構

成を逆にしたあべこべ新聞と比較し，重要

なことを最初に伝えるよさを全員が実感し

た上で，価値付けていく必要があった。

新聞という身近な素材から，効果的な言

葉の使い方を見いだし，よりよい表現や理

解につなげていく授業を今後も目指した

い。



ＮＩＥの「日常化」を目指した取組

橫手市立朝倉小学校

教諭 谷藤 曉

１ はじめに

本校は，研究主題を「みんないい顔 か

かわりあい ひびきあう あさくらっこ

～『聴いて 考えて つなげて話す』こと

を通して，考えを深める授業づくり～」と

し，ことばを通して他とかかわり合い，学

びに楽しさや喜びを感じる子どもの姿を目

指して研究を進めている。

今年度は，ＮＩＥ実践指定４年目である。

毎月，数社の一般紙と２社の子ども新聞を

購読している。これに加えて，毎週木曜日

には３年生以上の児童に，また，年３回の

「橫手市 新聞の日」には全校児童に子ど

も新聞を配布し，新聞と触れ合う機会を増

やした。そして，今年度は「ＮＩＥの日常

化」を目指し，全校でアイディアを出し合

って活動に取り組んできた。

２ ＮＩＥ実践のねらい

○子どもたちの新聞に対する興味・関心を

高め，社会や地域・文化など，いろいろ

な分野に目を向けたり考えたりする機会

をつくり，新聞に慣れ親しませる。

○新聞記事を学校の授業や諸活動に活用し

て，「聞いて 考えて つなげて話す」こ

とを通して，読解力を育てる

３ 具体的実践内容

（１）「ＮＩＥタイム」

毎週木曜日の朝の活動の時間を「ＮＩ

Ｅタイム」に設定し，３年生以上の全て

の児童に小学生向けの子ども新聞を配布

した。そして，気に入った記事について

付箋に感想を書き意見交流を行ったり，

３人組を作って記事についての意見交流

を行ったりしている。子どもたちの書い

た付箋は，回収し校内に掲示した。休み

時間になると，子どもたちがお互いの付

箋をさがしあって，交流する姿が見られ

た。

子どもたちからは，「一般紙より分か

りやすいので，ニュースにより興味をも

てるようになった。」「家で新聞を購読し

ていないので，新聞をもらえてうれし

い。」という，毎週の「ＮＩＥタイム」

を楽しみにしているという声を多く聞く

ことができた。新聞を購読しない家庭が

増える中で，自分だけの新聞を手にする

ことは，子どもたちの知的好奇心を大い

に刺激したようであった。

ＮＩＥタイム



（２）「今日のＮＩＥ」

新聞の一面は，まさに新聞の顔であり，

その日のトップニュースが掲載されてい

る。そこで，毎日学校に届けられる一般

紙や子ども新聞の一面を児童昇降口付近

に掲示し，子どもたちに自由にコメント

を書いてもらうという活動を行った。こ

れは，今，世の中で起こっていることに

ついて子どもたちに気付かせ，考えを深

めさせたいと考えての実践である。

以前から新聞コーナーはあり，子ども

たちは新聞に目を通していたが，自分の

興味のある記事だけに注目する子どもも

少なくなかった。この活動を行うことに

よって，より子どもたちの意識が社会の

出来事に向いてきたように思われる。

（３）「学習新聞づくり」

各教科の学習において，学習したこと

を学習新聞にまとめることがある。校内

に「ＮＩＥを学びへ そして 生活へ」

とタイトルしたコーナーを設置し，各学

年の子どもたちが教科の学習で作成した

学習新聞を掲示，紹介してきた。

今日のＮＩＥ

生き物は円柱形（５年国語）

５年生は，国語の学習で新聞の紙面構

成や記事の文章の特徴について学習し，

単元の終わりに，要旨などの読み取った

ことや筆者の考えに対する自分の考えな

どを盛り込んだ新聞を書いた。学習を終

えた児童からは，「紙面や記事の工夫を

知り，新聞を読む面白さが広がった。」「他

の教科の学習でも新聞を書いてみたい。」

という声が聞かれた。

未来がよりよくあるために（６年国語）

６年生は，国語の「未来がよりよくあ

るために」の学習で意見文を作成した。

自分たちの未来をよりよくするための課

題を見付け，それを改善するための方法

を考え，意見文を書いた。考えの根拠を

新聞記事からさがし，事実を基にした，

説得力のある意見文を書くことができ

た。

５年生 円柱形新聞



新聞を作ろう（４年国語）

４年生は，国語の「新聞を作ろう」の

学習でグループ新聞を作成した。まず，

教科書の題材を使って，新聞の特徴や紙

面構成の工夫，取材の仕方などを学習し

た。その後，グループでテーマを決め，

インタビューやアンケートなどの取材を

行い，記事を分担して書いた。記事や社

説の書き方など，基本的な新聞の書き方

が分かり，学んだことがこの後の学習新

聞つくりに生かされている。

４年生 グループ新聞

６年生 未来がよりよくあるために意見文

国語学習以外での学習新聞づくり

国語科で学習したことを生かし，他教

科でも新聞づくりに取り組んできた。３

年生と４年生と５年生は，社会科で学習

したことを，単元のまとめとして学習新

聞に書いた。全ての教科，全ての単元で

学習新聞づくりを行っているわけでない

が，学習のまとめにＮＩＥを意識した活

動を行うことが，全校として少しずつ増

えてきていた。

（４）その他の取り組み

この他にも各学級において，新聞を使

った朝のスピーチ，ＮＩＥシートを使っ

た実践，新聞の切り抜き，家庭学習での

ＮＩＥへの取組など，従来からの継続実

践も行われている。

付箋紙を使った意見交流

ＮＩＥシート



また，各学年部や教科部においても，

工夫したＮＩＥコーナーが作成された。

６年部のＮＩＥコーナーでは，子どもた

ちに読んでほしい記事を掲示したり，子

どもたちが朝のスピーチで選んだ記事を

掲示したりした。

家庭科室前の掲示には，季節のレシピ

が紹介されていた。また，理科室前のお

もしろサイエンスＮＩＥのコーナーに

は，自然災害や科学に関する新聞記事が

掲示されていた。

さらに，校舎２階にはＮＩＥコーナー

を新たに設置し，校長先生が選んだ記事

や広報委員が選んだ記事が掲示され，付

箋紙での交流を行うことができた。

６年生 ＮＩＥコーナー

家庭科ＮＩＥコーナーの掲示

４ 成果と課題

○ 「ＮＩＥの日常化」を目標に掲げ，様

々な活動に取り組んできた。これらの活

動を通して，新聞が子どもたちにとって

より身近な存在になってきていると感じ

ている。特に，毎週木曜日に自分の新聞

が配られるということが，子どもにとっ

てとても嬉しいことのようであった。

○ 新聞から得た知識が，子どもたちの思

考の基礎になっていると感じている。学

習の様々な場面で「そういえばこの前新

聞にね…」「○○について新聞にこんな

事が書いてあったよ」という子どもの声

が聞かれるようになってきている。

△ 新聞記事を教材化し，単元にもりこん

だ授業実践を行っていくことが，今後の

課題である。これは，一人の教員が行う

には大変な面があるので，複数の教員が

チームをつくり，記事の教材化を進めて

いく必要がある。

△ 記事を深く読み込んで感想を述べるこ

とが難しい子どもも見られるので，一人

一人の実態に合わせて深く記事を読み取

り，考えをもって全員で交流させるため

の指導や場の与え方など，今後検討して

いきたい。

新聞スクラップの取り組み
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学年に応じた言語活動の充実を図るための新聞の活用

大館市立成章小学校

教頭 安原 幸男

１ はじめに

本校は，大館市東部に位置する児童数 98
名の学校である。研究主題を「主体的な学

びのある学習指導のあり方」として，これ

まで研究してきた言語活動の充実を土台に

指導方法の工夫改善をめざしてきた。

ＮＩＥ実践活動への取り組みは，今年が

５年目である。児童一人一人が新聞に触れ，

総合的な活動，社会科をはじめとする授業

での活用，また，言語活動の一層の充実を

図るための一環として取り組んできた。

２ 各学年の実践から

【１年部】

○国語「かたかなをみつけよう」

片仮名の学習の導入として，新聞の中か

ら片仮名で書かれた言葉探しをした。片仮

名を見つけたら，赤鉛筆で囲んでいったと

ころ，たくさん赤い印をつけようと意欲的

に取り組んでいた。未習の文字も教科書を

見ながら読もうとしている児童もいた。

【児童の感想】

・新聞を読むのが初めてだったが，いろん

な言葉がついていておもしろかった。

・片仮名がこんなに載っているとは，思わ

なかったので，おどろいた。

○国語「かたかなをかこう」

新聞から探した片仮名を使って短文作り

をした。外国名や地名，外国から入ってき

た言葉（食べ物，スポーツ等）がたくさん

見つかり，短文もたくさん書くことができ

た。

【２年部】

「かたかなで書くことば」

片仮名で書く言葉の種類を学習し，教科

書に載っている言葉以外のものを新聞の中

から探した。外国名や地名，外国人の名前

等がたくさん見つかり，意欲的に活動して

いた。この後，見つけた片仮名を使った

文づくりへと発展させた。

○国語「春（夏・秋・冬）がいっぱい」

季節に関わる言葉を探す活動で，新聞を

用いた。文字だけでなく，写真や広告から

も情報が得られ，既知の言葉以外に語彙を

増やすことができた。

２年生にとって，新聞は読めない文字も

【新聞紙から片仮名言葉探し】

【新聞で片仮名探し】
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多く，あまり身近な物ではなかったが，こ

のような学習に用いることによって，地域

の行事や季節の衣食住について理解も深ま

り，楽しく学習することができた。

○算数「ひっ算のしかたを考えよう」

大きい数の筆算の学習で，課題が早くで

きた児童の発展学習として，広告から数字

を拾って計算した。自分だったら，どんな

買い物にしようかな，と楽しみながら取り

組むことができた。

【３年部】

○総合的な学習の時間「成章フェアーを開

こう～新聞を作ろう～」

「大館きりたんぽまつり」で秋田魁新報

社の記者の方から，新聞が出来るまでの過

程や新聞の書き方について学んだ。講習会

の後で，実際にきりたんぽ祭りを取材して

回った。グループ毎に取材したことをもと

に新聞作りに取り組んだ。

選択した体験活動ごとにグループで取材

活動を行った。実際に児童が取材やインタ

ビューができるので意欲的に取り組むこと

ができた。新聞作りは，取材したことをも

とに親子で行い，実際の新聞作りの基本と

なる，見出しやリード文の書き方を分かり

やすく学ぶこどかできた。

【広告を活用したたし算の学習】

○社会科：「はたらく人とわたしたちのく

らし」

校外学習でスーパーマーケットの見学を

した。店内やバックヤードの様子，店で働

いている人にインタビューして，分かった

ことや気づいたことなどを新聞にまとめ

た。児童は自分が一番伝えたいことを選ん

で記事を書き，読み手を引きつけるような

見出しを考えることができた。

○社会科：「工場の仕事～浅利佐助商店見

学～」

自分たちの生活を支えている地域の工場

の仕事の特色，他地域とのかかわりについ

て醤油・味噌工場を見学した。小見出しと

写真を工夫して新聞にまとめることができ

た。

【４年部】

○国語「新聞を作ろう」

地域や学校の安全や防災を取り上げ，グ

ループごとに話題を決めて，新聞の形にま

とめた。まず，新聞を使って，記事ごとに

内容がひと目で分かるような見出しがつい

ていることや記事と合わせて写真などが使

われていることなど新聞の特徴を確かめ

た。その後，インタビューやアンケート調

査などで取材をし，わりつけを考えて新聞

を仕上げた。

○総合的な学習の時間

【記者の方から新聞の作り方を学ぶ】
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「成章フェアーを開こう～きりたんぽ

祭りを取材しよう～」

まず初めに，秋田魁新報社の方から新聞

の書き方について教えていただいた。その

後，グループごとにきりたんぽ祭りの様子

を取材したり，体験活動を行ったりして，

そのことを新聞にまとめた。

昨年度に引き続き２回目の活動であった

ため，子どもたちは進んでインタビューし

たりメモを取ったりして，記事の材料を集

めることができた。

新聞にまとめる際は，絵も入れて分かり

やすく仕上げることができた。

○国語「アップとルーズで伝える」

写真と文章の対応について考えるために

新聞を用いた。記者がどうしてその写真を

使ったのかや「アップ」と「ルーズ」の写

真がそれぞれ伝えられることと伝えられな

いことがあることなどを捉えることができ

た。

【５年部】

○国語「新聞を読もう」

同じ事件・トピックスを扱った複数の新

聞記事を比較検討する活動を行った。ニュ

ースソースの違いや，記事を書いた記者の

事象に対する印象の違い，発行する場所に

【取材したことをもとに新聞づくり】

よって，記事の内容がだいぶ変わってくる

ことを学習した。

○国語「想像力のスイッチを入れよう」

【記事の内容を比較検討している】

客観的事実のみを報道しているのか，記

者の印象を交えて報道しているのか，新聞

記事の他，同様の事象を扱っている雑誌な

どと比較検討する活動をした。

○国語「複合語」

和語と漢語と外来語が組み合わさってで

きる長い言葉を探し，分解する学習をした。

○社会「環境を守るわたしたち」

「自然災害を防ぐ」

大規模な自然災害(熊本地震，東日本大

震災)などの写真，影響などを紹介して，

防災について考えた。

【６年部】

○国語「未来がよりよくあるために」

いろいろな国に関するニュースの中か

ら，復興支援や紛争に関する記事を探し，

その見出しを書いて，新聞からその様子を

調べてノートにまとめた。

○国語「熟語の成り立ち」

漢字で数文字を構成する言葉を探し，そ

の組み合わせを調べた。

＜例＞宇宙飛行士 →宇宙＋飛行＋士

○朝作文「新聞記事をまとめよう」

事前に新聞を読み，興味のある記事を選

ばせておく。そして朝学習の作文の時間に，
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新聞記事の見出し，内容を簡単にまとめ，

その記事について感想を書いた。１ヶ月に

１回程度，朝自習の課題として取り上げた

ため，時間を見つけて記事を読んでいた。

【新聞記事をまとめよう】

○社会「世界の未来と日本の役割」

新聞記事に登場する外国の国名を探し，

地図帳を活用して，位置や特色，日本との

関わりの様子を調べた。

【日本と関わりのある国を探そう】

○総合的な学習の時間「新聞にまとめよう」

「めざせ！成章魅力発見隊」の新聞作り

において，目を引く見出し，キャプション

の描き方などを参考にした。特に新聞に掲

載されている広告部分を参考にした。

【特別支援】

特別支援】

○生活単元「三つの新聞を読もう」

新聞社によって記事の取り上げ方の違い

があることに気付かせることをねらって授

業を進めた。

阪神大震災の翌日の平成２９年１月１８

日の「河北新報」，「日本経済新聞」，「読

売新聞」の三紙を扱い，阪神大震災の記事

がどのように取り上げられているか調べ

た。トイレの記号が国際規格になる記事も

あったので，それについても探した。阪神

大震災の記事について，「河北新報」は地

元の東日本大震災の記事と合わせて載せて

いて，たくさんの紙面を使っていた。「日

本経済新聞」は，阪神震災の記事もトイレ

の記事も少しのスペースしか使っていなか

った。これは，スペースが少ないのは，「お

金のことや会社のことを載せる新聞だから

だ」と説明した。

（児童の感想）

どの新聞にも東日本大震災とトイレの記

事が書かれていました。また，どの新聞に

もテレビ欄も宝くじのことも広告も載って

いることが分かりました。

【阪神大震災の記事を探す】
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３ 成果と課題

○成果

・新聞（子ども新聞）を活用した取り組み

として朝の会でのニュース発表，学習活

動（新聞づくり，新聞教材）に取り入れ

ることで，普段新聞への関心が少ない子

どもへの動機付けとなるように取り組ん

できた。

・図書室の新聞コーナーにより，休み時間

に自由に読んだり，身近な記事に関心を

寄せ，学習内容に沿った内容について調

べまとめることができた。

・中学年で行っている新聞づくりは取材活

動，編集活動を行う貴重な体験である。

次年度は総合的な活動のまとめとして，

新聞づくりに学んだノウハウを生かして

いきたい。

●課題

・新聞コーナーを歴史・政治経済，地域（大

館市）に分けて調べやすいように掲示を

工夫していきたい。

・高学年が実際に新聞にふれたり，テレビ

のニュースを深く調べたりする機会がも

てるように資料として新聞を見やすくし

たコーナーを充実していきたい。
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新聞を通して，言葉の力を付け，思考を鍛える生徒の育成

横手市立山内中学校

教諭 向井 周子

１ はじめに

昨年，ＮＩＥを始めるにあたって，

新聞を毎日読むという生徒はごく少数

という実態があった。新聞を活用する

ことが戸惑いにならないよう，新聞に

十分親しんだ上で，読み考える段階へ

と発展させていくことができるように

配慮しながら進めてきた。新聞から情

報を読み取る力は学年によって差があ

り，段階的で継続的な指導が必要であ

ると考え実践してきた。

２ 実践内容

（１）ＮＩＥ集会

生徒が新聞に親しみ週１回のＮＩＥ

の時間への意欲が高まることを期待し

て，第１回目のＮＩＥ集会を行った。

生徒が作成した絵本を基にしたＮＩＥ

の説明，新聞を丸ごと使って答えを探

すクイズ，これまでに実施してきたＮ

ＩＥの振り返り，生徒の感想発表をし

た。新聞のおもしろさを感じた生徒，

多様性，一覧性，保存性について興味

をもった生徒，新聞をもっと読んでい

きたいと思った生徒などの姿が見られ

この集会をきっかけにＮＩＥへの意欲

付けができた。

保護者にもＮＩＥを理解してもらう

ために，全校ＰＴＡの際に第２回目の

ＮＩＥ集会を実施した。新聞の様々な

情報に触れると共に，新聞の果たす役

割，記事が読み手に与える影響につい

て理解することをねらいとし，新聞に

掲載された悩み相談に回答する活動を

行った。悩み相談を読み，自分が職業

選択をするときに大事にする立場（安

定派か？夢派か？）を決め同質異学年

で３人組をつくって話し合った。さら

に，違う立場の人の考えも聞いた上で，

相談者への回答を考えた。最後に，専

門家はどのように答えているのかを知

らせ，さまざまな視点からアドバイス

していることに気付かせた。また，精

神論的なことだけで励ますのではなく

より具体的な事例がアドバイスの中に

あること，一方的な説得ではなく，相

手の気持ちになって考えながら，それ

ぞれの立場を考えてどちらともとれる

ような表現をしていることも確認する

ことができた。

ＮＩＥの説明に使った 集会で情報を探す生徒

生徒作成の絵本

（２）新聞のコラムを読んで自分の考え

をまとめる活動

毎週金曜日の朝に，新聞のコラムを

読み，感想や意見（２５０字）を書く

時間が設定されている。幅広くタイム

リーな各社のコラムが取り上げられて

おり，１５分間で自分の考えをまとめ

て書くという活動が継続して行われて

いる。生徒が書いた文章は，校長や国

語科担当教師が全校分を読んで，添削

やコメントをしている。参考になるよ

い文章は，他の生徒にも紹介するため
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に廊下に掲示されている。

（３）週１回のＮＩＥ活動と「新聞切り

ぬきコンクール」への参加

全校ＮＩＥタイムが，毎週木曜日の

放課後に設定されている。「読売ワー

クシート通信」「新聞活用ガイドブッ

ク（秋田魁新報社）」を活用したり，

生徒の実態に応じたワークシートを作

成したりしながら，さまざまな情報に

触れさせ，考えを深めるきっかけづく

りをしている。（例：記事に合う写真

を選ぶ，本文にふさわしい見出しを考

える，同じ話題の４コマ漫画を比べる，

記事の内容を要約する，素敵な笑顔の

写真を探し，そう思った理由を述べる

等）

さらに今年度は，全校生徒が「新聞

切り抜きコンクール」作品の作成にも

挑戦した。政治や経済，スポーツ，地

域の話題などテーマを決めて記事を切

り抜き，記事を模造紙に貼って再編集

し，タイトルと見出し，記事を読んだ

感想や意見をまとめた。記者はどんな

ことを伝えたかったのか，それに対し

て自分はどんなことを感じたのかな

ど，意見文が書けるように記事を読ん

だり，自分の考えを発信したりするこ

とができるよい機会となった。

新聞きりぬきコンクールに出品した作品

（４）各学級での取組

朝の会でのニュース紹介や学校行事

を振り返る新聞作成等。各学級にＮＩ

Ｅコーナーをつくり，掲示している。

（５）委員会活動での取組

図書広報委員が毎日閲覧台の新聞を

取り替え，新聞

コ ー ナ ー を 運 営

し て い る 。 放 送

委 員 は 昼 の 放 送

でニュース紹介

を行っている。 新聞閲覧コーナー

（６）ＮＩＥ環境の整備

新聞コーナーを設置し，日常的に新

聞を読むことができる環境を整えてい

る。（秋田魁新報，読売新聞，読売中

高生新聞，日経新聞，河北新報，産経

新聞，毎日新聞）また，各教室にはＮ

ＩＥコーナーが設けられており，取り

上げた記事を選

んだ理由，記事

の要約，感想や

意見をまとめた

シートなどが掲

示されている。

３年教室のＮＩＥコーナー

（７）授業での実践から

①国語科：３年 ｢二つの新聞社の社説を

比較する活動」を行った。言葉に関わ

る同じアンケートの調査結果に基づい

て書かれた社説を，観点を決めて比較

・分析させた。述べ方は一様ではない

ことに気付き，根拠となるデータの提

示の仕方や主張につながる論理的な述

べ方について，自分の表現に取り入れ

たいと考えた生徒は少なくなかった。

②社会科：３年「選挙の意義」で，現実

の政治に対する関心を高めるために，

参議院議員選挙の記事を資料として取

り扱った。１８歳と１９歳の投票率の

低さを読み取らせ課題意識を高めると

ともに，記事の内容をまとめて，見出

しとして表現する活動を行い思考力・
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判断力・表力等の育成につなげた。

意見交流の場の設定

③数学科：１年「資料の散らばりと代表

値」で，１１９番通報についての記事

と交通事故の死者数についての記事か

ら，割合の考えを用いて考察させた。

データを客観的に正しく読み取ること

を意識させた。

④理 科：２年「天気とその変化」で，

新聞の天気欄や天気に関わる記事をも

とに天気の変化に関する学習課題を設

定した。天気予想がどうしてそうなっ

ているのかを，学習を通して理解した。

⑤英語科： ｢読売ワーク通信たのしい英

語」を活用し，時事問題を扱った短い

英文記事を読み設問に答えるという活

動を行った。未習学習は多いが生徒の

関心をひく記事が多く，学年に応じて

既習表現に着目させたり設問を変えた

りしたことで，意欲的に記事を読もう

とする姿勢が見られるようになってき

た。

⑥音楽科：「音楽の力」「イメージと声」

｢心 身 を ク リ ー ニ ン グ」「内 なる も

のを絞り出す」「自分の音」などの記

事（音楽療法についての宮崎日日新聞

の連載記事より）を紹介して，音楽の

もつ力の具体的な例を取り上げた。こ

れを合唱などの表現活動と関連付けて

考えさせた。

⑦美術科：文字の学習「レタリング」の

導入部分で，基本の書体となる明朝

体とゴシック体を把握させるために新

聞を活用した。新聞の紙面から明朝体，

ゴシック体，その他を分類して切り抜

かせ，見出しと本文の書体の使い分け

などを作業を通じて気付かせた。

⑧保健体育科：体育全領域で，種目に関

する記事を掲示した。保健分野では，

思考を深める効果的な資料として新聞

を活用した。

⑨技術家庭科：技術分野では，過去の記

事などを含め，題材に関連する記事を

技術室前廊下に掲示した。生徒が記事

を読んで感じたことを付箋紙に記入さ

せ，記事と共に掲示した。授業では，

生徒の感想を導入で活用したり，記事

を紹介させたりした。家庭分野では，

３年「消費生活と環境」の学習で活用

し，特殊詐欺の実態と被害を防ぐ方法

を記事から読み取ったことで，自分の

こととして詐欺被害を考えさせること

ができた。

⑩道 徳：記事を収集，ストックし，魅

力ある資料の開発に努めた。２年生で

は，「幸福な生き方を考える」資料と

して読者の投稿記事を取り上げた。記

事を投稿した留学生の意見に共感でき

るか，共感できないか自分の意見をも

ち ， さ ら に グ

ル ー プ や 全 体

で の 話 し 合 い

も 取 り 入 れ な

が ら ， よ り よ

く 生 き る た め

に 大 切 な こ と

に つ い て 考 え

を 深 め る こ と

ができた。

グループで考えを深め合う生徒

⑪特別活動：生徒会執行部が中心とな

り，新聞を活用した情報モラル集会を

設定した。横手市中学校Ｙ８サミット

での活動を生かしながら生徒主体の全
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校集会を開催することができた。

⑫総 合：全校ポスターセッションのポ

スター作成において，新聞形式でのま

とめを取り入れた。

（８）小６体験入学でのＮＩＥ交流（記

事スクラップ）

山内小学校６年生の体験入学の際，

秋田魁新報社ＮＩＥ推進部の三浦ちひ

ろさんをお招きし，ＮＩＥ新聞教室を

開催した。４人程度の異学年グループ

をつくり，新聞から一つの記事を選び，

読んだ感想や意見を一人一人が付箋に

書いたあと，同じような内容の意見を

分類して見出しを付け，画用紙に記事

と付箋，見出しをまとめた。最後に全

体の見出しも考えた。お互いの意見を

比べながら，

話 し 合 い を

通 じ て 見 出

し を ま と め

て い た 。

小学生と一緒に記事スクラップ

（９）ＮＩＥアンケートから

17%

72%

7% 4%

学校や家庭で以前より新聞に目を通すことが増えたと思う

強くそう思う やや思う あまり思わない まったく思わない

実践後

実践前

9

4

30

5

20

23

0

27

どれくらい読みますか

ほぼ毎日 週１～３日

月１～３日 全く読まない

実践後

実践前

46

34

35

26

36

8

30

12

12

1

29

7

5

1

どんなジャンルに目を通しますか

テレビ欄 スポーツ欄 地域の記事

一面（トップ記事） 政治に関する記事 社会面（事件等）

投書

12%

61%

27%
0%

本当かどうか疑ってみる目で新聞を読んだり，いくつかの新

聞記事を比べたりしながら、自分の意見をもつようになって

きたと思う

強くそう思う やや思う あまり思わない まったく思わない

2%

41%

47%

10%

新聞記事を話題にして、友達や家族と話をする機会が

増えてきたと思う

強くそう思う やや思う あまり思わない まったく思わない
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３ 成果と課題

（１）成果

○全校体制で継続して取り組み，全教

科・領域で新聞が活用されている。

昨年度，ＮＩＥに取り組み始めた頃

に比べ，新聞に対する抵抗が少なく

なってきているということがアンケ

ート結果からもうかがえる。（表１・

表２・表３）

○社会の出来事に興味・関心をもつよ

うになった。（表４）

○自分の知識や経験と結び付けて考え

たり，多様な視点で思考したりする

経験を積み重ねてきていると考え

る。（表５・表６）

○教師も，教材開発につながる新聞記

事の収集に日々努め，記事情報の共

有化を図った。

○記事を読んで疑問に思ったことを調

べたり，自分の考えを他者と交流し

たりする場を通して，主体的に学習

に向かう姿勢や相手意識をもって伝

えようとする力が見られるようにな

ってきた。

○ＮＩＥで何を鍛えられていると感じ

ているのかというアンケート結果か

らは，生徒自身がＮＩＥの重要性や

効果についてのイメージをしっかり

もって取り組んでいることがうかが

え る。（ 表 ８ ） Ｎ Ｉ Ｅを 通 し て， 自

分とは違う見方や考え方を知り，自

分で考えようとする意欲をもちなが

言葉の力

自分で考えようとする意欲

自分の考えをもつ力

論理的な考え方

自分で判断する力

本当かどうか疑ってみる目

伝える力

43人
28人

42人
13人

16人
23人
23人

ＮＩＥで何を鍛えられていると感じていますか

ら社会とつながっていく生徒の姿を

目指して実践を継続していきたい。

（２）課題

●普段の生活では，新聞よりもテレビ

やインターネットを通して情報を得

る生徒が多い。メディアの特性につ

いて生徒や家庭に知らせたり，学校

で新聞を読む機会をさらに重視した

りしながら，活用の仕方を身に付け

させていきたい。

●９年間の系統的なカリキュラムにつ

いては，どのような能力をどのよう

な方法で指導すればいいのかが明確

に見えてきていないので，さらなる

実践の積み重ねが必要だと考える。

全職員でアイディアを出し合い関わ

り合いたい。

●生徒の実態を把握し，限られた時間

の中で，新聞記事を教材としてどこ

までどんな目的で取り入れるのかと

いう見通しをもちながら，実践を積

み重ねていきたい。

●学校で話し合った新聞記事を話題に

して，家庭でも話し合ってみること

を勧める。（表７）



 

 

 

 

 

 

１ はじめに  

  本校は，県北部の内陸側に位置した，全

校生徒９６名，各学年１学級（特別支援学

級２年２学級を除く）の小規模校である。 

  生徒たちは，「素朴な心・やり抜く力・敬

う気持」の校訓のもと，「いい顔，いい声，

いい動き 2016」を合い言葉に，互いに切磋

琢磨し合いながら充実した学校生活を送っ

ている。  

  本校の特色ある活動として，地域のよさ

を知り，ふるさとに誇りをもつとともに，

コミュニケーション力の向上を図ることを

ねらいとした八幡平ボランティアガイドの

取組がある。情報活用能力と表現力の育成

をねらいとしたＮＩＥの実践は，今年度２

年目を迎え，ボランティアガイドと並ぶ本

校の教育活動の柱として定着しつつある。 

今年度は，生徒が新聞に触れる機会を増

やすとともに，本校の研究の重点である「ひ

まわり授業」（ひ：引きつける，ま：学び合

う，わり：分かる・理解する）の実践，特

に「学び合い」との関連を図るための新聞

活用の在り方について模索してきた。  

 

２ 実践内容  

(1) ＮＩＥコーナーの設置  

  昨年度同様，校内３箇所にＮＩＥのコ

ーナーを設置し，新聞記事が生徒たちの

目に自然に留まるような環境づくりに努

めている。昨年度との違いは，教師側で

選んだ記事を掲示するだけでなく，図書

委員会の活動の一環として生徒が選んだ

注目してほしい記事を紹介した点である。 

  また，校内を訪れる保護者や地域住民 

 

 

 

 

 

 

等にも新聞を活用した教育実践につい

て理解していただくことができるよう，

その動線にコーナーを設けるように配

慮している。  

 

 ①  エントランスホール  

    生徒玄関を入り，教室に向かうすぐの

場所にエントランスホールがある。    

この場所にＮＩＥコーナーとして，掲

示板を設置し，新聞各紙に取り上げら

れた学校行事や部活動，地域行事など

生徒たちが関わった記事をラミネート

して貼付している。さきがけ新聞をは

じめ，鹿角郡市内の地方紙の記事が中

心である。できるだけ新しい記事を上

部に配置するよう留意するとともに，

その記事が最新版であることが分かる

ように「ＮＥＷ」のプレートを記事の

上部に貼るようにしている。  

    新聞記事として取り上げられた学校

行事や自分たちの取組の様子を目にし，

地域の行事に理解を深めたり，自分た

ちの活動を振り返る生徒の姿が日常的

に見られるようになってきた。保護者

や地域の方々にも好評である。  

 

 

 

 

 

 

 

 

２階エントランスホール  ＮＩＥコーナー  

平成２８年度ＮＩＥ実践指定校実践報告 

      

「社会への関心を高め，情報活用能力  

と表現力を育むＮＩＥの実践」 
 

鹿角市立八幡平中学校 教頭 村方 聖紀  



② 教室棟３Ｆ中央ホール  

    各学年の教室の位置する３階の中央

ホールにもＮＩＥコーナーを設置して

いる。ここには新聞閲覧台を４台設置

し，生徒が自由に各社の新聞を閲覧で

きるようにしている。  

    毎日，昼に図書委員が委員会活動の

一環として新聞の入れ替えを行ってい

る。生徒たちの多くは，主に昼休みの

時間帯にスポーツその他の情報を得る

ために利用している  

また，閲覧台の隣のテーブルには，

図書委員が各紙からが選んだ注目記事

を並べ，様々な記事に目を向けて視野

を広げることができるように配慮して

いる。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     ３階中央ホール 新聞閲覧台  

 

 

 

 

 

 

 

 

    ３階中央ホール ＮＩＥコーナー  

    図書委員が注目記事を選択  

       

  ③ 校長室前掲示板  

校長室前の掲示板には，校長が新聞

各紙の一面の記事をコピーし，記事の

取扱い方や，配置に関心をもってもら

うために，朱線を引くなどし，生徒た

ちの必要感に応じたタイムリーな記事

を掲示している。  

    また，部活動の各種大会や学校行事 

など，時期に合わせたメッセージや学 

習に関する資料等も掲示しており，校 

長室前で足を止める生徒が増えてきて 

いる。卒業間近の３年生からも「楽し 

みにしていた」という声が多く寄せら 

れた。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

２階校長室前 ＮＩＥコーナー  

     

 (2) 各学級での取組  

  各学級の「朝の会」のプログラムに， 

ニュース発表を取り入れた。毎日，その 

日の当番が，その日の新聞記事の中から，

自分が関心をもった記事の内容を紹介

するとともに，自分の意見や感想を発表

している。聴く側の生徒も発表を聴いた

後，質問や感想を述べるという内容であ

る。難しい内容の場合は，学級担任が噛

み砕いて説明を加えたりすることによ

り，地域や社会の出来事への関心を高め

るよい機会となっている。回を重ねる毎

に，分かりやすく伝えようと，自分の言

葉で説明したりする工夫もみられるよ

うになり，コミュニケーション力の向上

に役立っている。  



 

   １年Ａ組のニュース発表の様子  

 

(3) 委員会活動の充実  

   ３階中央ホールの新聞閲覧台の新聞の

入れ替え，整理整頓は図書委員会が行っ

ている。  

   毎日，給食終了後に，閲覧台から前日

の新聞を職員室の各紙毎のボックスに

移し，当日の新聞を閲覧台に再び配置し

ている。この作業を当番制で毎日忘れず

に繰り返し行っている。単純な作業であ

っても，昼の時間帯は，新聞を読みに来

る生徒が多いため忘れてはならない重

要な仕事となっている。  

   また，閲覧台の隣のＮＩＥコーナーに

は，月曜日から金曜日まで，図書委員が

選択した全校生徒に紹介したい注目記事

を並べている。生徒目線で選択した記事

が並べられているため，どんな記事が選

ばれているか生徒たちも興味をもって見

ているようである。  

 

図書委員による新聞の入れ替え作業  

 

   図書委員が選んだ注目記事  

 

(4) 授業におけるＮＩＥの実践  

  ①  国語科における授業実践  

    国 語 科 で は 柳 沢 昌 人 教 諭 が ，    

昨年の実践を受け，今年度は「話合い」

に重きをおいて単元構成を行った。１

年生のクラスで話し合いたいテーマ

を新聞記事から見付ける。数ある記事

の中から自分たちの生活にも関わる

テーマを選び，ディベート形式で話合

いを行った。「人工知能は生活を改善

する」「高齢者の運転免許は返還され

るべき」の２テーマについて話合いを

深めた。自分たちの生活により深く関

わるようなテーマから「実践」まで想

定して今後はテーマも選んでいきた

い。  

本校の国語科では，「ひまわり授業」

における「学び合い」を充実させるた

めの取組としてＮＩＥとビブリオバ

トルが大きな柱となっている。  

 

    新聞記事について意見交換する生徒  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②  社会科における授業実践  

     公民的分野の授業で，浅水英夫教

諭が「若者の消費者トラブル」につい

て，行政がどのような取組を行ってい

るか，という授業を行った。日経新聞

に政府が成人年齢を引き下げる方針

を打ち出したことで起こりうる問題

点を指摘する記事が掲載されていた。

その記事を活用して，行政に保護して

もらうだけではなく，自分はどのよう

なことに気を付けて生活するべきか

について考えるという授業であった。  

     社会科では，「ひまわり授業」の「引

きつける」手立ての一つとして，新聞

資料を活用している。電子黒板をはじ

めＩＣＴ機器による資料提示がさら

に教育効果を高めている。  

     また，「学び合う」の段階において

も，議論するために自分の考えをまと

める際，その理由付けの根拠となる資

料を新聞の中から見付け出すといっ

た活動も大切にしている。  

 

新聞と iPad を使って調べる生徒  

 

 

 

 

 

 

 

 

     

３ 成果と課題  

ＮＩＥの実践指定校としての２年目を終

え，新聞に触れる環境は昨年度以上に整っ

てきた。生徒たちの社会や地域の出来事へ

の関心もＮＩＥの実践を通して高まってき

ているように感じる。  

  授業では，今年度も国語科，社会科の学

習を中心に，適切な情報を選択し，活用す

る力，自分の考えをまとめて伝える力等の

育成を目指した授業実践に取り組むことが

できた。次の学習指導要領では，「主体的・

対話的で深い学び」が求められている。Ｎ

ＩＥの活用はこの観点からみても有効であ

ると考える。来年度はこの２教科だけでな

く，様々な教科や領域に広げ，全教育活動

を通して進められるようにしたい。  

  今後は，ＮＩＥコーナーのさらなる充実，

生徒が選んだ記事と  

ディベートの最終弁論から  

〈人工知能の開発について〉  

  人工知能の登場により，人々の生

活は大きく改善されるが，逆に人間

らしさが失われ，人間の仕事も減っ

ていくという記事を紹介。  

○肯定派  

  ・人工知能が危険な仕事を行うこ

とで人間を守り，けがもなくな

る。  

  ・人工知能ができないところは人

間が行い，人間ができないとこ

ろを人工知能が補う。  

○否定派  

  ・人工知能にたよると人間が発達

しなくなる。  

  ・仕事が人工知能に奪われ失業す

る。  

・制御不能になったら危険である。 

学習後の生徒の感想  

・契約をするときに，必要なもの

かどうかしっかり判断してか

ら結ぶようにしたい。  

・消費者を守る法や制度をしっか

り覚えて，安心で安全な生活を

したい。  



新聞活用の授業実践の継続に加え，新聞に

関する興味や関心を高め，社会的な視野を

広げるため，専門家を招いて新聞作成に関

する講話など，外部講師を招聘して生徒た

ちによい刺激を与える機会を構築したいと

考える。  

また，委員会活動についても，現在は図

書委員会のみがＮＩＥの活動に関わってい

るが，生徒会事務局やその他の委員会との

連携を図ることにより，生徒主体の活動に

移行していきたい。  
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ＮＩＥの視点を広げる「新聞」を活用した授業の試み

男鹿市立男鹿南中学校

教 諭 菅生 公洋

養護教諭 畠山 郁子

１ はじめに 新聞記事を比較して読む生徒の姿も見られ

本校は、平成４年に船川中学校と椿中学校 るようになった。

が統合した創立２５年の中学校であり、統合

当初は５００名以上の生徒数で、学習環境は

もちろん、部活動や文化的活動等で男鹿市内

の中心校として地域に根ざし、発展してきた

学校である。校訓は『自彊不息（みずからつ

とめてやまず）』である。

平成２８年度は全校生徒数１１１名、学級

数４学級と創立当時の約５分の１の規模とな

っている。学校教育目標は、生徒の実態と目

指す学校像・生徒像・教師像から『夢の実現 食堂図書スペースの新聞閲覧コーナー

に向かいねばり強く自らを高めていく生徒の

育成』としている。ＮＩＥ実践への取り組み (2) 委員会活動の充実

は二年目となるが、国語科と保健室での実践 新聞の入れ替えや整理整頓など新聞閲覧コ

を中心として、新聞に触れ、新聞を活用し、 ーナーを管理しているのが学習委員会であ

ＮＩＥの視点を広げていこうと考えた。 る。図書の貸し出しや定期テストの予想問題

づくりなど、一人一人が多くの仕事を抱えて

２ 実践内容 いるわけだが，毎日の新聞を閲覧コーナーに

(1) 新聞に親しみやすい環境づくり 配置し，前日のものをボックスに移動する作

本校では一日に一度全校生徒が給食時に食 業を責任をもって行っている。新聞を読みに

堂に集まるが、食堂には図書スペースが併設 来る生徒への配慮を忘れず，新聞に対する関

されており、毎日の新聞も閲覧できるように 心も高まってきている。

している。新聞からの情報に触れやすい環境

作りの一環として，新聞閲覧コーナーを図書

スペースに設置し，７誌の新聞を常に閲覧で

きるようにした。新聞の交換等は，学習委員

会の活動として取り組み、過去の新聞は新聞

閲覧コーナーの下にストックして，授業に活

用できるようにした。当日ニュースで報道さ

れた記事を確かめたり、授業で聞いた内容に

関する記事を調べたりしようと昼休みや放

課後などに新聞を読む生徒が増え，複数の 学習委員会の活動
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(3) 国語科の実践

単元名 新聞の社説を比較して読もう

～どちらの社説を採用するべきか～

ねらい 二つの社説を比較し，共通点や相

違点を捉え，根拠を明確にして評

価する。

学習展開

・教科書掲載の社説（和食が無形文化遺産

に登録された）についての既習事項を確

認。 小集団の考えを全体で共有

・「大統領選でのトランプ氏の勝利」につ

いて書かれた二つの社説を観点ごとに比 ・小集団，全体での考えを参考にして再考

較する。 したものを 200字程度の作文にまとめ

※観点（見出し，主張，論理の展開，表 る。

現・語句）

私が新聞社の編集長であれば、B の社説を採

用する。なぜなら、B は米国のことだけではな

く、日本への影響など自国のことについても詳

しく述べているからだ。A は結論で日本など同

盟国の役割を主張しているものの、全体的な内

容としては米国に目を向けすぎているように感

じられる。人が興味をもつのはより自分に関わ

りがあることだろう。

また、A は専門的な用語が多いのに対し、B
生徒の考えを観点ごとに整理した掲示物

は専門的な用語が少なく、どんな世代でも読み

やすいという点がよい。これらの理由から、私

・自分が編集長であれば，どちらの社説を は Bの社説を採用する。

採用するのか，根拠を明確にして話し合

い，全体に紹介する。

※個→小集団→全体→個 私が編集長だったら社説 A を採用する。根拠

は二つある。

一つ目は、日本がトランプ氏の政治に対して

行うべきことを具体的に主張しているからだ。

私たち読者に身近な文章となるとともに、今後

行うべきことが明確になる。二つ目は、小見出

しがあることだ。これにより話題の転換をつか

みやすくなり、読者も読みやすいと感じられる。

これらの根拠から、私は社説 Aを採用する。

小集団での「集団の学び」（意見交流） （生徒の作文）
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(4) 保健室での実践 ②集めた記事や写真を，レイアウトを考えな

～保健室登校の生徒と取り組んだ新聞を がら画用紙に貼っていく。

活用したコラージュ作りから～ （表現する・伝える）

○実践のねらい

教室へ行くことができず，保健室で過ごす

生徒の中には，自分の気持ちを表現すること

が苦手な生徒や自分の気持ちを伝えることを

ためらう生徒が多い。また，保健室で過ごす

時間が長くなると，友達や他の生徒との関わ

りが減り，保健室での過ごし方も単調になり

がちである。今回一緒に取り組んだ女子生徒

も，自分から「伝える」「話をする」という ③「新聞からミッケ」と題してコーナーを作

ことを苦手とするところが見られた。また， り，完成したコラージュを廊下に掲示する。

本を読むことが好きで，保健室でも読書をし （発信する・つながる）

て過ごしたり，折り紙で飾りを作ったり，保

健室で美術の作品づくりやイラストを描いた

りする面も見られた。そこで，新聞をコミュ

ケーションツールの一つとして活用し，自分

を表現したり，発信したりすることができな

いかと考え，新聞記事を使ったコラージュ作

りを行うことにした。

○実践内容

①新聞を読み，コラージュ作りに使う記事や 保健室と相談室の間の壁に掲示

写真を集める。今回のコラージュは，新聞か

ら興味あるもの，紹介したい記事や写真を選

び，それらを組み合わせて作るものであるこ

とや，完成したものは保健室前に掲示する予

定であるということを事前に説明する。

（出会う・見つける・見つめる）

下が生徒の作品

作成した生徒らしさが感じられるコラージュ
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３ 成果と課題 (2)課題

・新聞記事の活用を通して主体的・対話的な

(1)成果 課題解決学習を充実させ、満足感や達成感

・図書スペースの新聞閲覧コーナーにより、 の充実を目指していきたい。

７誌もの新聞を日常的に閲覧することがで ・今年度ＮＩＥ実践への関わりが深かったの

き、身近な記事に関心を寄せたり比較して は学習委員会である。各委員会活動の充実

読んだりする等、新聞に関心をもつ生徒が ・活性化のためにも、生徒会事務局や他の

増えた。 委員会と連携し、生徒のアイディアを生か

・新聞から得た情報を自分なりに考えて書い した取り組みをしていきたい。

たり話したりすることで、表現する意欲が ・コラージュ作りでは、テーマを決めて記事

高まってきた。 を選んだり，見出しやコメントを加えたり

・国語科の学習において、対話的な学びを取 することで，さらに「表現」や「発信」の

り入れながら、情報を比較し評価する力や 工夫ができると考える。

主体的に情報を活用する力、自分の考えを ・保健室で過ごす生徒は，それぞれに何か悩

まとめ表現する力を育む授業実践に取り組 みを抱え，自分の殻に閉じこもってしまう

むことができた。このようにアクティブラ 生徒も少なくない。そのため，生徒が新聞

ーニングを意識した実践ができたことも成 から新たな発見や気付きを得，新聞を活用

果の一つである。 しながら自分の思いや気持ちを自由に表現

・新聞の記事を教材として取り上げ、授業の したり，発信したりできるような取組の方

中で活用しようという教師側の意識が高ま 法を今後も考えていきたい。

った。

・新聞を読むことで，今起きているニュース ４ おわりに

や様々なジャンルの情報を得ることがで 年々、家庭での新聞購読の割合が低下して

き，保健室でもそれらを話題にしながら会 きている。パソコンやスマートフォンの普及

話する機会が増えた。 でインターネットを通して情報を得る家庭が

・記事を探しながら「みんなこれ知っている 増加している。メディアの特性について生徒

かな？」「これを見たら何というかな？」 や家庭と共に考え、学校で新聞に触れ、活用

というようなつぶやきが聞かれ，周囲へも する機会をさらに増やしていく必要がある。

関心を向けながら取り組むことができた。 また、家庭と連携し、地域全体で関わってい

・新聞を活用したコラージュによる発信で， く等、広範囲にわたる取り組みも必要と思わ

相談室へ来て廊下の掲示を見た生徒が，「こ れる。ネット時代に生きる生徒に新聞から得

の写真がかわいい」「これ面白い」などと られる学びを実感させられるよう今後も小さ

話している声が保健室にも聞こえてくるよ な工夫を続けていきたい。

うになった。このことにより女子生徒が保 今後は、より効果的なＮＩＥとするために

健室の外とつながることができた。 年間の全体計画を構築し、見通しを持って多

・選んだ記事や写真から，生徒の好きなもの 方面からの実践を行えるようにしたい。

や興味あるものを知ることができた。また，

生徒との自然な会話も増え，生徒をより理

解することにつながった。
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「読み比べを中心とした調べ学習の授業」として社会科の実践が行われたが、オーソドックスなＮ

ＩＥの取り組みである。しかし、多くの記事を読み比べて比較検討をするためには時間も必要である。

今回の取り組みは実践１でしっかり読み取ることを行っているからこそ、実践２の記事のピンポイン

ト部分だけでも充分活用できるように生徒が成長していることを示している。

社会科の教師のＮＩＥと社会の変化を意識した展開が効果的であったことを示している。投票数の

僅差がどれだけ重要な意味を持つか、１８歳で選挙権を持つこれからの生徒に、本校の生徒会役員選

挙とタイムリーな新聞記事を合わせて授業展開していることから、多面的な視点からの迫り方は社会

科の醍醐味であったことを生徒が本当の投票を行った時にフラッシュバックされるものと思われる。

また、「新聞を意識できる授業」として美術科での実践が行われたが、美術という表現の中に新聞

の記事内容を結び付けようとした取り組みであった。新聞は印刷されたものではなく、内容と意味を

意識すれば、表現材料だけでなく生徒自身のメッセージを伝えるものにもなりうることを知ることが

できたのではなかろうか。実際の展示場面で作品と新聞の記事の関係を語っていた生徒が何人か居た

ことはひとつの成果と考えたい。



- 7 -

社会科はＮＩＥとしての活用が最も行いやすい教科とされるが、調べ学習や社会科新聞づくりとい

う他の授業展開・地道な取り組みがあるからこそ生徒も取り組み易くなり、成果が出せるものである。

ＮＩＥの取り組みを考える場合、今回のように普段の授業をしっかり行ってこそ、成果があがるもの

と考えたい。

美術科では新聞をただの紙と考えるかどうか、担当する教師の意識が課題である。作品制作準備の

ために机上に新聞を広げる場合、生徒が紙面内容に惹かれていることはよくある光景である。そこで、

作業を優先するあまり、紙面を読むことをやめさせてしまう場合が多いと思うが、デザインといった

別の領域で、ひとつの表現材料として使える機会を設けるといった逆転の発想を持つ必要もあると思

う。

（課題）

( 3)社会科

の授業の公

民的分野で

のＮＩＥを

取り入れた

実践を次に

示す。

＜授業実践

１＞
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視野を広げ，社会への関心を深めるための新聞活用 （継続２年目）

大仙市立協和中学校

教諭 金 子 茂 子

１ はじめに

ＮＩＥ実践指定２年目となる今年度は，

「全職員で取り組み，無理のない範囲で継

続できることを年間通して行う」こと，「何

らかの形で新聞を活用した授業の実践を試

みる」ことの二つを年度当初に確認し合っ

た。前年度の課題が全て解決できるわけで

はないが，教師側の意識が高まり，ＮＩＥ

の取り組みを生かせる場・学べる場が少し

ずつ広がってきていることを感じている。

生徒は新聞を通して社会とのつながりを

実感しつつあるようで，ＮＩＥの取り組み

について好意的な感想をもっている生徒が

ほとんどである。３年生はもちろんだが，

３年間継続できる２年生からは，もっと主

体的に取り組みたいという声も聞かれる。

２ 実践内容

(１)ＮＩＥコーナーの継続

全校生徒が毎日必ず通る昨年と同じ場

所（生徒玄関から教室棟へ続く廊下）に

掲示＆閲覧コーナーを設置した。

①今週の topics 掲示
各クラス１名ずつの感想が毎週掲示さ

れていく。学年を問わず立ち止まって読

み合う姿が見られた。

Ｂ４版に拡大して掲示

②地域のニュース紹介

コーナーの中央に大判のコルクボード

が設置してあり，地域や学校に関連した

身近な話題を紹介している。今年はリオ

オリンピックカヌー競技に出場した本校

出身の佐々木兄弟の記事がきわだった。

③「中学自習室」ファイル

掲示をやめ，一月分をファイルした。

翌月以降は教科毎に分類し直し，隣の図

書室等で自由に活用できるようにした。

授業で挑戦させた

り類似問題として

紹介したりする教

科もあり，答え合

わせや復習にも利

用された。

(２)NIEタイムの通年実施
金曜日の朝は１５分間の「ＮＩＥタイ

ム」。今週の topics として紹介された記
を読んで考え，感想を書いたり意見を述

べ合ったりす

る時間として

定着しつつあ

る。
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昨年度は冬休み明けからスタートした

ため７回しかできなかったが，今年度は

ほぼ毎週実施できた。「継続は力なり」

という言葉の通り，３５回にわたるこの

取り組みの成果を教師も生徒も実感して

おり，次の記事や感想が楽しみになりつ

つある。道徳の資料や短学活での話題，

コメントを添えての教室掲示等，学級担

任がそれぞれ活用した後，ファイル保管

して次年度へ引き継ぐ予定である。

このＮＩＥタイムの継続により，社会

の様々な事象への関心を高めることはも

ちろん，読む力，考える力，書く力がつ

いてきており，今後も可能な限り継続し

ていきたいと考えている。

記事選びには，校長をはじめとしたほ

とんどの職員が積極的に関わった。生徒

に読ませたい記事，考えさせたい出来事

などを意識して探すようになるなど，職

員の新聞の読み方にも変化が出てきた。

(３)授業での実践

①１年国語 新聞レイアウトの学習

新聞の紙面構成の特徴を知る

※美術（字体）との関連

②２年国語 新聞記事を比べる

記事を比較し，

見出しの効果や

写真の意図を考

える

↓

※複数紙あるメリ

ットを生かして

数回実施

③３年国語 社説を比較して読む

主張や論理の展開，表現の仕方に

着目して読み比べる

※トランプ氏勝利（11/10）の社説

④１年社会（地理）ヨーロッパ州

ヨーロッパにはどのような課題があ

るのか

イギリスＥＵ離脱の記事から，ＥＵの

メリットデ，メリットについて考える

⑤１年社会（地理）北アメリカ州

産業を支える新しい文化と人々

トランプ氏当選の記事からアメリカ

の移民について考える

⑥３年社会(公民) 日本国憲法

「天皇」「司法」「平和主義」「地方

自治」「社会保障」等，時事的な話

題を活用し，多面的な考え方や比較

する力を養う

貧富の差について

ディベートの様子
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⑦理科 科学記事の紹介

授業の導入や理科室掲示に活用し，

科学全般への興味・関心をもたせる

※新元素ニホニウム（6/9）他

⑧１年美術 新聞の見出しの字体

ゴシック体，明朝

体の特徴を通して

レタリングの学習

に活用

↓

ポスター，新聞，

掲示物に応用

※国語との関連

⑨道徳 ２年「佐々木兄弟リオ五輪へ」

価値項目：強い意志

資料：「夢諦めず追いかけて」と題さ

れた本校での激励会（5/2）の記事と，
学校文集の佐々木選手の文章

⑩総合 ２年「平和学習」

学年部の総合学習のコーナーに掲示

・オバマ大統領広島訪問（5/28）
・土崎空襲，原爆，戦争関連（8 月）
・安倍首相真珠湾慰霊（12/29）

⑪３年総合 新聞教室の実施

「修学旅行新聞」作成に当たって

※国語とも関連

秋田魁新報社ＮＩＥ推進部三浦ちひろ

さんを講師にお迎えし，新聞作りの流れ

や取材の留意点に

について学んだ。

映像を見ながら取

材メモをとり，記

事作りにも挑戦。

これらの学習体験

が「修学旅行新聞」

に生かされた。

(４)その他の実践

①「いっしょに読もう！新聞コンクール」

・奨励賞 １名（３年女子）

・学校奨励賞

家庭にも広げる手段として有効ではな

いかと考え，上記コンクール」への応募

を呼びかけた。ゴールデンウイークと夏

休みに自由課題としたところ，多くの生

徒が家族と同じ記事を読んで語り合い，

意見や提案・提言を綴ってきた。その意

欲を評価する意味で，巧拙を問わず，全

て応募させていただいた。思いがけず，

奨励賞を受賞できたことは，次年度の取

り組みへのモチベーションを高める結果

となった。また，家族とのコミュニケー

ションを図る機会ともなったのではない

かと考えている。

②保健体育 オリンピック新聞の作成

注目する競技・選手の記事を活用し

たオリジナル新聞作りを夏季休業に挑

戦させ，校内に掲示した。

生涯にわたるスポーツとの関わり方を

考える上で，オリンピックは絶好の機会

といえる。「する・見る・支える」とい

う多様な形があることを新聞作りを通し

て再確認できた。

③３年 冬休みの NIE
入試や卒業を控えた３年生には特に，

新聞を読むことを習慣化させ，社会へ目
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を向けて考え，自分の意見を発信できる

ようにさせたいという願いがある。記事

を与えられる学校の NIEタイムと違い，
自分で探して考えて書くという主体的な

取り組みを促し，一人３枚程度として勧

めた。提出された記事は掲示やファイル

展示で紹介した。同じ記事を選んだ生徒

同士が意見を述べ合う姿も見られた。

３ 成果と課題

<成果>

○自分の考えをもち，記述できるように

なった。短時間で文章を読み，自分の

考えをまとめる力が着実に付いてきて

いる。

○｢継続は力なり｣を実感した。少しずつ

批判的な意見を述べる子も出てきてお

り，読む力，考える力，表現する力が

付いてきていると感じる。

○比較する力，分析する力が伸びている。

継続することによって表現力，メディ

アリテラシー，判断力が養われた。

○同じ記事でも切り口が違う，より深い

考えをもっているなど，教科から見え

る生徒とは違う一面を見ることがあっ

てよかった。

○社会の様々な事象への関心や知識の高

まりが見られるとともに，生徒の物事

の捉え方や考え方が把握でき，日常の

指導にも生かせる。

<課題>

▽記事をうのみにしがちなので，批判的

なものの見方にも挑戦させてみたい。

▽「生徒が自分から新聞を広げて読む」

習慣を付けたいが，時間もスペースも

ないのだろうか？

▽ NIEタイムの記事の選択，用紙作り，
点検の方策が難儀なのではないか。

（毎回全員分読むのは大変？）

▽「中学生向け」だと，とりあげる情報

（記事）が限られる。また，その背景

について説明が必要な場合もあり，特

に１年生は準備を要することも多い。

▽掲示以外の取り扱い方を工夫したい。

▽生徒の活動にできないか？

<次年度（３年目）に向けて>

◇ NIEタイムは継続実施の方向で
・投書にも考えさせられるものはあるが

できれば新聞記者によって書かれた記

事を読ませたい。

・全校同じ記事で読ませようとすると吟

味が必要。学担がかみくだいて読む，

問いかけるという時間があるとよい。

・生徒による記事の選択と紹介（年数回）

◇授業でも積極的に新聞の活用を

「新聞を手にとって読むようになった」

「ニュースや新聞から様々な世界の情報を

知りたいと思うようなった」「自分の意見

を書く力，まとめる力，伝える力が付いた」

「普段使わない言葉も使えるようになった」

生徒の声を一部紹介して報告を終えたい。
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確かな言葉の力・読みの力と主体的に学ぶ態度の育成を目指して

八郎潟町立八郎潟中学校

伊藤 暢，角崎 大，佐藤和徳

１．はじめに

⑴ 生徒の実態と研究主題

本校は，全校生徒150名の小規模校である。

教育目標「実践力のある生徒の育成」の具

現化に向け，生徒の自らを高めようとする

意思を醸成するよう，多種多様な人物や物

事との出会いを大切にして日々の教育活動

を展開している。

本校の生徒は，全体的に素直で向上心が

あり，与えられた課題に一生懸命取り組む

ため，学習・運動の両面において成果を上

げることができる。しかし，やや積極性に

欠ける面が見られ，課題を解決するために

他者と意見を交換することや人前で話すこ

とを苦手としている生徒が少なくない。

そこで本校では，「生徒が主体的に学ぶ

学習展開の工夫～互いの考えを伝え合い，

学び合う学習活動を通して～」という研究

主題を掲げ，目指す生徒像を

① 相手意識をもち，根拠を明確にして

話し合ったり書いたりできる生徒

② 互いの考えに学び，自らの考えを深

めようとする生徒

として研究を進めている。

⑵ ＮＩＥへの取組の概要

ＮＩＥ実践校の指定を受けて３年目とな

る。本校では，ＮＩＥは本校の研究の目標

を達成するためにたいへん有効な手段であ

ると考え，各教科等や特別活動において積

極的に取り入れていくことを，年度の初め

に全職員で確認し合い，共通認識をもって

取り組んできた。

指定１年目の平成26年度には，共通実践

事項を定めたほか，主に国語科の授業にお

いて，秋田魁新報社が作成した「新聞活用

ガイドブック」を利用した授業に取り組ん

できた。

２年目の平成27年度には，ＮＩＥ全国大

会秋田大会において国語科の授業を提示し

たほか，地区の教育研究会や任意の教育団

体主催の研修会等において取組内容を発表

し，参加者から御意見や御感想をいただい

て，取組の成果と課題を確認することがで

きた。

３年目の今年度は，ＮＩＥ実践に当たっ

てのテーマを「視野を広げ，確かな言葉の

力・確かな読みの力を育てる『新聞』を活

用した授業の試み」とし，これまでの成果

を引き継ぐとともに，授業における取組の

拡充を目指して実践を重ねてきた。

以下に，今年度取り組んだ内容について

述べる。

２．共通実践事項

共通実践事項として，朝のスピーチ活動，

コラム学習，校内掲示による言語環境の整

備を３年間継続してきている。

⑴ スピーチ活動「社会を見つめる」

社会の事象に対する関心を広げ，表現す

る力や聴く力を伸ばすために，朝や帰りの

の短学活にスピーチタイムを設けている。

スピーチのテーマを，全校で統一して「社

会を見つめる」とし，新聞を読んで興味を

もった記事を題材にすることにしている。

発表者は，記事の内容と感想や意見を原稿

にまとめて発表し，聞き手がそれに対して

質問や感想を述べるという活動である。
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発表後に，担任が原稿にコメントを添え

て教室に掲示し，記事と発表原稿を他の人

が読めるようにしている。

この活動を続けてきたことで，次のよう

な成果が得られた。

・発表を真剣に聴こうとする態度が身に

付いてきたこと。

・話し手が聞き手を意識して話すように

なってきたこと。

・記事に対する感想や意見に深まりが見

られるようになってきたこと。

・多種多様な記事に触れることで，様々

な社会事象に興味をもつようになって

きたこと。

この活動は常時活動として定着しており，

着実な成果が得られるので，次年度も全校

体制で取り組んでいきたい。

⑵ コラム学習

全クラスの国語科の授業に，新聞のコラ

ムを用いた学習を位置付けている。

２年生では，記事を読んで心に残った言

葉と感想を書くとともに，分からない言葉

の意味を調べて「言葉の貯金」をしていく

教室に掲示されているスピーチ原稿

学習を継続してきた。取り扱うコラムを選

定する際に，生徒の興味・関心の傾向や読

解力の現状に配慮することで，活動意欲を

持続させることができた。

また，時には全学級で同一の記事を読み，

学年を超えて意見を交流する学習を行って

いる。例えば，2017年１月に報道された，

「高齢者」の定義を75歳以上に見直すこと

に関する記事とコラムを読み，定義を見直

すことに対して「賛成」，「反対」，「どちら

ともいえない」のいずれかの立場で自分の

意見を記述させた。その中から数人の意見

を取り上げてＮＩＥコーナーに掲示し，「紙

上討論会」を行った。

２年生のコラム学習シート

ＮＩＥコーナーに掲示された意見
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学年を超えて互いの意見を読み合うこと

で共感や新たな気付きが生まれ，思考の深

まりにつながった。

⑶ 校内掲示による言語環境の整備

① 新聞コーナーの設置

教室前の廊下に，５社分の新聞を自

由に閲覧できるコーナーを設置してい

る。設置して間もない頃は，主にスピ

ーチの題材を探すときに利用されてい

たが，次第にそれ以外でも気軽に新聞

を手に取る生徒が増えてきた。生徒の

手に届きやすい場所に置いたことが，

新聞を身近なものと感じさせる要因の

一つになったと考える。

② ＮＩＥコーナーの設置

校内の２か所（東階段の踊り場と２

階教室前の廊下）にＮＩＥコーナーを

設置し，前述のコラム学習に関する資

新聞コーナー

高齢者の定義に関する紙上討論会

料や新聞記事等を掲示している。今年

度は，常時掲示する記事として，秋田魁

新報社の「週間ＮＩＥ」を活用した。

３．国語科における実践

国語科では，これまで取り組んできた成

果を生かしながら，新たな可能性を広げて

いくことを目指してＮＩＥに取り組んだ。

以下に実践例を紹介する。

⑴ 「新聞活用ガイドブック」を活用し

たＮＩＥへの入門の授業（１年）

本校では，ＮＩＥへの入門として１年生

を対象に「新聞活用ガイドブック」（2011

秋田魁新報社）を用いた授業を実施してい

る。今年度は，「竿灯まつり」の資料（ガ

イドブックｐ94～ｐ97）を教材として，読

む力を育成することと新聞記事の特徴を理

解することを目標にした。

① 単元の概要

○対 象 第１学年

○単元名 「メディアを読み解く」

○単元のねらい

1) 本文を根拠として記事にふさわしい

写真と見出しを選ぶことができる。

2) 見出し，本文，写真について，それ

ぞれの特徴と相互の関連性に気付く

ことができる。

○単元の流れ（総時数２時間）

〔第１時〕

ＮＩＥコーナー
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1) 紙面の特徴と呼称を知る。

2) ３枚の写真を見比べ，それぞれの特

色をとらえる。

3) 新聞記事を読み，記事にふさわしい

写真を選ぶ。

4) 記事を根拠として選んだ理由を話し

合い，学級としての案を決める。

5) 実際に記事に使われた写真と記事を

再度見比べ，関連性を考える。

〔第２時〕

1) 別の記事を読み，見出しの種類と特

徴を捉える。（今回は，少年雑誌の

人気漫画の連載が終了するという記

事を用いた）

2) 前時の学習で扱った記事と写真にふ

さわしい見出しを選ぶ。

3) 本文と写真を根拠にして話し合い，

学級としての案を決める。

4) 見出し，本文，写真の相互の関連性

を考える。

5) 学習を振り返り，感想を書く。

② 学習後の生徒の感想

・新聞は，文章と見出しと写真が全て

一致していて，おもしろいと思った。

私も新聞を読んで，新たな発見をし

てみたい。

・楽しみながら新聞の特徴を学べた。

とても楽しかった。

・写真も見出しも当たらなかった。私

は新聞記者と捉え方や考え方が違う

「竿燈まつり」の授業の板書

んだと思った。今度新聞を読むとき，

どのような意図で写真などを選んだ

のか考えてみたい。

・みんなの意見を深めることができて

よかった。写真，見出しは，新聞の

重要な要素の一つで，記事と一体と

なっていることが分かった。

③ 成果と課題

・新聞を用いた学習に対する生徒の興

味を引き出すことができた。

・「新聞活用ガイドブック」を利用す

ることで準備が容易にできた上に，

ねらいを絞った授業を行うことがで

きた。

・教科書で扱う情報の学習との関連を

図りたい。

⑵ 見出しを考える授業（１年）

「竿燈まつり」の授業の次の段階として，

自分たちで見出しを考え出し，学級の案を

まとめる授業を行った。教材として用いた

のは，ＮＰＯ法人ふるさと回帰支援センタ

ーが発表した2016年の移住希望先ランキン

グを取り上げた秋田魁新報の記事である。

見出しを作るのは生徒にとって初めての活

動であるため，負担を軽減するために，本

文，脇見出し，資料を示し，それを基にし

て主見出しのみを予想する学習とした。

① 単元の概要

グループでの意見交換
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○対 象 第１学年

○単元名 「見出しを考えよう」

○単元のねらい

1) 本文，脇見出し，資料に基づいて，

記事にふさわしい主見出しを考える

ことができる。

2) 新聞記事の特徴について，自分の考

えをもつことができる。

○単元の流れ（総時数１時間）

1) 移住希望地域ランキングのトップ５

を予想する。

2) 見出しの特徴を確認する。

3) 資料を読み，主見出しについて自分

の案を考える。

4) グループ内で考えを発表し合い，グ

ループとしての案を２つ考える。

5) グループ案を発表し合い，全体で話

し合って学級としての案をまとめる。

6) 実際の主見出しと記事を見比べ，見

出しの特徴と予想される効果につい

て考えをまとめる。

② 授業の様子

初めに主見出しが７～９文字である

ことや本文の内容が端的に表現されて

いることを押さえてから考えさせた。

各グループでの話合いの結果，次の

ような案が全体に示された。

Ａ 山梨２年ぶりにトップ

Ｂ 山梨移住希望１位

Ｃ ランキング本県は20位

Ｄ 秋田県惜しくも20位

Ｅ 移住希望20位に

Ｆ 秋田12位下落

Ｇ 秋田トップ10に入らず

Ｈ 2016移住希望先ランキング

Ｉ 2016年まさかの20位

その後全体での話し合いを行い，案

を絞っていった。まずは，記事の内容

が伝わりにくいという理由で，案Ｈ，

Ｉが消えた。

次に，案Ａ，Ｂのように１位の山梨

県を取り上げるのか，他の案のように

秋田県の順位を取り上げるのかを話し

合い，地元の新聞であるという理由か

ら，案Ｃ～Ｇに絞られた。

さらに，秋田の実際の順位が分から

ないことと，脇見出しに「前年の８位

から下落」とあることから，案Ｆ，Ｇ

が消え，３つに絞られた。

ここで，主見出しとして必要な言葉

はどれかを考えさせ，話し合った結果，

「移住希望」，「秋田」，「20位」の３つ

であるという結論に達し，これらをつ

なぎ合わせて学級としての案を「移住

希望 秋田20位」とした。

学級案が決まった後，実際の見出し

を公表したが，付けられていた見出し

が「移住希望先 秋田20位」であり，

「見出しを考えよう」の学習シート
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学級の案とほぼ同じであったことから，

生徒は自分たちで導き出した結論に満

足感と達成感を感じていた。

③ 学習後の生徒の感想

・地方紙と全国紙では，見出しも違う

視点で書かれていることが分かった。

他の記事も読んでみたい。

・実際の見出しは，何のことを言って

いるのかも何位なのかも分かって，

やはりすごいなと思った。

・見出しを考えるときは，大事な単語

を大きくしぼって考えると作りやす

いと思った。

・魁新聞の記者と見出しが似ていて，

少し嬉しかった。

・見出しを考えるのは，難しくておも

しろかった。記者の人は，分かりや

すい見出しを作っていてすごい。

・もっと新聞に触れて，見出しを今日

やったみたいに考えられるようにな

りたい。

④ 成果と課題

・学級の案を絞り込む話合いの中で，

主見出しの役割と本文との関係に多

くの生徒が気付くことができた。

・課題に取り組む過程において，段落

構成や使われている言葉に着目して

繰り返し記事を読むことで，読みの

スキルを向上させることができた。

・長くなく読みやすい記事であり，個

人が考える時間や話し合う時間を確

保できた。

・地方紙と全国紙を比較するのに適切

な内容であった。

・グループで話合い，見出しの案を絞

るための手立てが不足しており，よ

い考えが全体に出てこない例が見ら

れた。案を選ぶための視点を示した

り，話合いのルールを弾力的にした

りする必要があった。

⑶ 新聞を調べる授業（特別支援学級）

特別支援学級の授業において，新聞に掲

載されている広告のキャッチコピーから気

に入ったものを集め，その特徴を調べたり，

新聞紙全体における広告の分量を調べたり

する学習を行った。

広告の分量を調べる学習では，１冊の新

聞紙から広告を全て切り取って記事だけの

冊子にし，切り取る前と比較した。生徒は

思ったより多くの広告が掲載されているこ

とに驚いていた。

⑷ 社説を活用した補充学習（３年）

新聞社の社説が，評論文を読む力を高め

るのに適した教材であると考え，３年生を

対象に社説を利用した補充学習を行った。

主な学習活動は，次の通りである。

・大まかな段落構成（序論，本論，結論）

を捉える。

・各段落の内容をとらえ，それぞれの役

割を考える。

・２００字程度で要約文を書く。

今回教材としたのは，2017年１月14日の

秋田魁新報に掲載された無形民俗文化財に

関する社説であった。本地区にも裸参りと

いう伝統行事があるものの，担い手不足で

継続が危ぶまれている。地域の伝統を守る

ために，自分たちが何をすべきかを考える

機会ともなった。

新聞紙から広告を切り取る
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４．他の教科における実践

⑴ 英語科

英語科では，新聞に全文が掲載されたア

メリカのトランプ大統領の就任スピーチの

原稿とスピーチの映像を見比べて，英語に

よるスピーチの特徴を捉え，自分のスピー

チに生かす授業を行った。

① 授業の概要（３年）

○題材名 Power UP Listening

－有名人の名言－

○授業のねらい

1) 有名人のスピーチを見聞きしたり，

新聞に載っているスピーチ原稿を読

んだりして，スピーチの基本的なス

キルに気付くことができる。

2) 学習を通して気付いたことを，自分

のスピーチに生かすことができる。

○授業の流れ（総時数１時間）

※教科書にある有名人の名言を一通り

学習した後に本時を迎えた。

1) スピーチについて知っていることを

発表する。

2) 実際に行われた３人のスピーチ（一

部）を見て，それぞれの特徴につい

て気付いたことを発表する。

・キング牧師

・アドルフ ヒットラー

・ウィストン チャーチル

3) トランプ氏のスピーチ映像を，原稿

と見比べながら視聴して，スピーチ

の特徴について気付いたことを話し

合い，確かめる。

4) トランプ氏のスピーチから学んだこ

と基にして，自分のスピーチ原稿や

話し方の工夫を見直す。

5) ペア・グループになってスピーチを

聴き合い，感想を述べ合う。

6) まとめと振り返りをする。

トランプ大統領は，生徒にとって身

近な人物になっている。取り上げたス

ピーチは，テレビ等で幾度となく報道

されているが，実際の英語を目にした

のは大方の生徒が初めてであった。使

われている英語は，中学生にとって難

しい部分が多いので，対訳のある毎日

新聞の記事を教材として使用した。

② 生徒の感想

・新聞を使うことで，音声だけでなく

文字で確認できたので，復習に活用

できると思った。

・英語が難しかったが，聞けたり読め

たりした単語があったので，もっと

学習したいと思った。

・新聞を読んで，トランプさんが話し

たいことが，言葉を変えて繰り返し

出てきていることが分かった。もっ

と英字新聞を読んでみたい。

③ 成果と課題

・スピーチの内容は高度であったが，

生徒は興味をもって学習できた。ま

た，新聞の原稿を使うことで音声を

活字をつなげて理解することができ

たので，効果的だった。

・タイムリーな内容を取り上げたこと

で，生きた学習をすることができた。

この学習がきっかけとなり，この後

も演説やその他の文章などに興味を

もって自主的に読む生徒が出てくる

ことを期待したい。

スピーチの特徴のまとめ
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⑵ 理科

理科では，３年間の理科学習のまとめと

して，新聞を活用した学習に取り組んだ。

① 学習の概要

○対 象 第３学年

○単元名 「地球と私たちの未来のため

に」

○ねらい

1) 中学校の理科で学んだ内容が，現代社

会の様々なところに生かされているこ

とを，具体的に捉えることができる。

2) 科学がこれからどのように活用され，

社会にどんな影響を及ぼしていくか，

自分の考えをもつことができる。

○取り上げた主な記事（主見出し）

〔テーマ：科学技術の発達〕

・Ｈ２Ａロケット 打ち上げ成功

・宇宙の暗黒物質捉えろ

・京都の技 未来社会描く

・歩行支援ロボ 装着体験

・建設現場 自動化の波

・ＡＩとともに生きる

〔テーマ：災害に備える〕

・Ｍ7.4 津波仙台1.4㍍

・満月 地震に影響？

・地震避難所 経験残そう

・大雪交通網寸断

・御嶽山噴火 遺族が提訴

○学習の流れ

1) テーマごとに台紙にまとめられた記事

を読む。

2) 興味をもった記事について，感想や意

見を付箋紙に記入する。

・賛成意見…水色の付箋紙

・反対意見…ピンクの付箋に書く。

3) 付箋紙を台紙に貼り付ける。

4) 貼られた付箋紙を読み合い，感想や意

見を交換する。

② 成果と課題

・科学的事象への興味・関心の高まり

が感じられた。日常生活から自主的

に課題を見付けて探究する生徒も見

られるようになった。他学年でも同

様の学習を実施したい。

・設定したテーマが大きかったため，

意見交換が拡散してしまった。取り

扱う範囲を絞るなど，テーマ設定の

仕方を改善したい。

５．終わりに

ＮＩＥ実践校として，職員の理解と協力

の下ＮＩＥを自校の研究に取り入れ，３年

間取り組んできた。これにより，学校全体

として次のような成果が得られた。

・生徒にとって新聞がより身近なものとな

り，社会事象への関心が高まった。

・国語科の読む力と語句に関する知識の高

まりが見られ，諸検査の結果に現れた。

・生徒の学習に臨む意欲を引き出し，主体

的な学習につなげることができた。

・教員のＮＩＥに対する意識に変化が見ら

れ，いろいろな教科等で新聞が活用され

るようになった。

ＮＩＥへの取組により生徒の成長を促す

機会をいただいたことに感謝したい。今後，

この成果を受け継ぎ，更に効果的な実践が

進められるよう，ＮＩＥを推進する体制を

整え，組織的な取組を継続していきたい。

「科学技術の発達」の台紙



１．はじめに 

本校は，由利本荘市の中央部に位置する

由利地域にある唯一の中学校である。全校

生徒９７名は「進歩」「健康」「協力」の

校訓のもと，夢に向かって進んで努力し，

夢をあきらめずに努力を重ねていけるよう

に，互いに高め合いながら過ごしている。  

日本新聞協会のＮＩＥ実践指定校３年目

であった昨年度は，「ＮＩＥ全国大会秋田

大会」において，３年生の英語の授業を提

示した。文部科学省指定の「英語教育強化

地域拠点事業」との連携を図った英語科の

授業では，「由利高原鉄道」に関する新聞

記事を切り口に取材活動を行い，ふるさと  

のよさやふる

さとへの思い

をまとめた英

字新聞を資料

とした発表を

英 語 で 行 っ

た。さらに，そ

の 発 表 に 対

し，英語を用

いて臨機応変  

に双方向のやりとりをする生徒たちの姿

は，県内外から高い評価をいただいた。  

昨年度までの実践により，いずれの教科・

領域においても，課題意識をもった主体的

な課題解決や相互啓発による学び合いの質

的向上が図られてきている。指定４年目と

なる今年度は，それを基盤として，さらに，

「全校体制での取組を日常化すること」と

「すべての教科・領域で生徒同士の双方向

のやりとりの場を設定すること」を意識し，

ＮＩＥのさらなる推進を目指してきた。  

２．実践内容 

（１）新聞を読む習慣づくり 

①新聞を読む「しゅうかん」 

５月１１日から２０日までの期間の

うち７日間，朝読書の時間に新聞記事

を読み，意見や感想を書く時間を特設

した。これは，５月２０日の新聞作成

講習会を前に，新聞に触れる機会の少

ない生徒が新聞に親しめるように企画

したものである。本校では，家庭で新

聞を購読していない生徒や購読してい

ても家庭で新聞を読む習慣のない生徒

が少なくなく，ほぼ毎日読んでいる生

徒は 6.3％（県-2.2）に過ぎない。この

７日間で，全校生徒が新聞についての

予備知識をもって，新聞作成講習会に

臨むことができた。  

新聞を読んだことのない生徒も楽し

んで読めるように，日本新聞協会から

４月６日の「新聞をヨム日」に合わせ

て発表された「HAPPY NEWS 2015」受

賞作品から記事を選んだ。キャッチフ

レーズの『新聞はセレンディピティー』

も紹介し，知の入り口となる新聞の魅

力を伝える機会にもなった。  

 

【全国学力・学習状況調査生徒質問紙】 

 

 

 

 

 

 

 

 

夢に向かい 主体的に学び 互いに高め合う由利中生 

～他者との学び合いによって、学びを広げ、深めるために～ 

由利本荘市立由利中学校 教諭 猪股 真由子 

昨年度のＮＩＥ全国

大会秋田大会公開授業

で質疑応答する生徒の

ようす（信濃新聞掲載） 

0% 50% 100%

全県

本校

8.5%

6.3%

46.9%

43.8%

新聞を読んでいるか

1.ほぼ毎日
2.週に１～３回程度
3.月に１～３回程度
4.ほとんど、または、全く読まない



【新聞をよむ「しゅうかん」のシートの例】 

 

 

②ＮＩＥコーナーでの記事紹介 

各教室のＮＩＥコーナーに中高生の

活動を取り上げた記事や地元の話題を

取り上げた記事を定期的に紹介した。  

７月の参議院選挙に合わせて特集さ

れた「１８歳からの選挙権」について

は特設コーナーを図書室前に設けた。

昨年度，２年生国語科でパネルディス

カッションを行い，意見文を投稿した

内容であり，現３年生は関心をもって

足を止めていた。昨年投稿した意見文

も合わせて掲示したことで，１，２年

生も自分なりの考えをもって記事に触

れられたようであった。  

 

 

 

※裏面に新聞記事（HAPPY NEWS 2015 から） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③新聞を手に取れる環境作り 

図書室前には常時１週間分の新聞各

紙を置き，生徒が手に取れるようにし

た。また，それ以前のものは机下の箱

へ整理しておいた。スピーチタイム（後

述）の後には，スピーチで取り上げら

れた過去の記事を探し，読み返す姿も

見られた。  

 

 

 

 

 

（２）新聞から始まる双方向のやりとり 

①スピーチタイムの実施 

週１回，朝読書で新聞を読み，選ん

だ記事の内容と，それに対する意見を
18 歳選挙権についての特集コーナー

には、昨年投稿した意見文も掲示した。 

図書館前の全校のＮＩＥコーナーで

は，秋田魁新報「えいＧＯ！」の掲示の

他，新聞作成のポイントなども紹介し

た。新聞を気軽に手にとれるように，常

時１週間分の新聞各紙を置いた。 



まとめ，帰りの会前にスピーチを行っ

た。スピーチだけで終わらず，そのス

ピーチを受けて，意見や感想を述べ合

う，双方向のやりとりを今年度は重視

し，１５分程度の時間を設定した。  

能動的に聴く姿勢が育ち，集会の作

文発表に対する感想発表も積極的に行

える生徒が増えた。  

②「いっしょに読もう！新聞コンクー

ル」への出品 

スピーチタイムでのやりとりを受け

て，考えの変化や深まりをまとめて，

「いっしょに読もう！新聞コンクー

ル」に出品した。夏休みの課題として

取り組んだため，友人の意見だけでな

く，家族の意見を聞いた作品も多かっ

た。  

新聞記事を話題として家族と話す機

会を得たことで，普段からニュースに

ついて家族に尋ねることが増えたよう

である。  

コンクールで「学校奨励賞」をいた

だいたことも励みとなった。  

③新聞記事を活用した授業 

社会科では，現在の世の中と関連付

けて学習できるように導入で新聞記事

を示し，学びのきっかけとした。  

「公民」の学習ではもちろんである

が，「歴史」の学習においても，「江戸

時代の改革」の導入では，アベノミク

スについて報じる新聞を取り上げた。  

 

 

写真だけの提示から「アベノミクス」

を想起した生徒たちは，その後見出し

をヒントにしながら，江戸時代幕末の

「改革」を現代の「政策」と結び付け

ながら考えていった。生徒は自分なり

に考えたり，予想したりしながら学ぶ

ことができた。  

１年生の道徳の時間では「御嶽山噴

火」の記事を取り上げた。理科で「火

山」について学び，関心が高まってい

る時期でもあり，さらに当時のニュー

ス映像を導入で取り上げたことで，生

徒たちは主体的に考え，話し合う中で

考えを深めていた。  

 

 

 

また，「写真コンテストの受賞撤回」

の記事をタイムリーに取り上げ，「い

じめ問題」について考えた授業もあっ

たが，学習の時期や系統性を考えると，

新しいニュースを取り上げることは非

常に難しい。しかし，新鮮な話題だけ

が新聞の魅力ではなく，読み返すこと

で発見できることもよさであると捉

え，教材としての魅力がある新聞記事

をピックアップし，保管して活用して

いきたいと考えている。  

（３）発信する力を高める新聞作成 

①新聞作成講習会の実施 

５月２０日に秋田魁新報社ＮＩＥ推

班ごとの話し合い活動。記事を読み

返しながら，考えを出し合う中で考え

が広がり，深まっていく。 

江戸時代の幕末の改革の学習では導

入にアベノミクスの新聞記事を取り上

げた。写真や見出しからの概要を知る

ことができるのも新聞記事の魅力。 



進部より三浦ちひろ氏を講師に迎え，

新聞作成講習会を行った。  

紙面構成や見出しの作成のし方など

新聞作成の基礎知識を講義いただくだ

けでなく，取材時のメモのとり方や記

事の書き方のポイントも教えていただ

いた。「授業のノートをとるときにも生

かしたい」という生徒もおり，普段の

学習にも役立てられる講習会となっ

た。 

さらに，動画を見ながら，実際に記

事の執筆を体験し，５Ｗ１Ｈなどのポ

イントを押さえる取材の必要性や伝わ

りやすい記事にまとめる難しさを実感

していた。最後にプロの記者の記事が

紹介されると，自分の記事と比較しな

がら，簡潔で分かりやすい記事に感心

していた。 

②修学旅行新聞の作成 

２年生は修学旅行の体験を新聞

にまとめた。冬休みの課題として記

事をまとめ，冬休み明けに記事を推

敲し，見出しや写真を選定して完成

させた。  

記事内容ごとに活動を振り返り

ながらまとめていく過程で，新たな

発見や考え方の変化を実感するこ

とができたようである。  

記事の中には，「施設の係員全員

が英語で対応できるようにしてい

ると知った。自分たちが気付かない

ところにも気遣いがあることに気

付いた。」「スタッフは常に笑顔で

対応してくれた。そういう人のおか

げで楽しめることを実感した。」「普

段何気なく見ているＣＭも，完成ま

でには，たくさんの人の苦労がある

と知って，ＣＭの見方が変わった。」

など体験による自分自身の変化や

成長が記述されていた。  

新聞という限られたスペースに  

書くために推敲を繰り返す作業によっ

て学びは濃縮されるように感じる。  

新聞を使い，１年生に対して修学旅

行発表会を行ったが，発表会での音声

でのやりとり以上に，この活動では「書

く」活動の学習効果を大きく感じた。  

３．成果と課題 

スピーチタイムにより，進んで考えを示

せる生徒が増えた。実社会をのぞく窓とし

ての新聞の魅力には触れているものの，新

聞を読む習慣までは結び付いていない現

状がある。  

新聞記事を読み返す活動や新聞を作成

する活動では，生徒の考えの深まりを実感

した。来年度も，「読む」「書く」ことに

新聞を活用していきたい。そして，その魅

力を生徒が味わうことで，新聞を読む習慣

へと誘っていきたい。  

 

 

生徒が作成した修学旅行新聞 



「想像力」を養い、「自他理解」

を育む新聞学習          

秋田県立六郷高等学校 

国語科 小川 康・阿部牧絵 

１ はじめに  

本校は普通科と福祉科合わせて２６２人

の生徒が在籍し、仙北郡美郷町に位置する

小規模校である。一年生はくくり募集で入

学し、後期から普通科と福祉科に分かれる。

そのため、同じ教科であっても前期と後期

では単位数が変わってくるという変則的課

程をもつ。  

教育目標は、「『優しさという力』を発

揮できる人材の育成」であり、校訓は校章

にもなっている「笹竹の精神」を掲げてい

る。生徒は概ね素直で純朴な性格である。  

本校では今年度初めてのＮＩＥであり、

よりよい言語活動の推進と社会性の育成を

目指している。新聞を活用した教育活動は、

多様な進路希望の実現にも効果を発揮でき

ると考えている。今年度のＮＩＥのテーマ

は、「『想像力』を養い、『自他理解』を

育む新聞学習」である。新聞を読むことは

世界や日本、あるいは自分が住んでいる近

所の出来事を知ることである。自分がどこ

にいて、周りはどうなっているかを知る。

それはつまり進むべき未来を想像すること

に繋がる。また、記事を読み様々な人の考

えを知る事で自らの考えを持つことができ

るようになる。「他者理解」こそが「自己

理解」を導き出すと考える。これらのこと

から本校では、実践指定校としてＮＩＥ活

動を行うことにした。  

 

１． 実践内容  

（１） 新聞スクラップ  

 新聞記事を切り取り、ノートあるいは所

定のプリントに貼り付け、意見を書くとい

う取り組みは、小･中･高問わず行われてい

るオーソドックスな実践である。その目的

が進路のためか、自己修養のためか、ある

いはもっと基本的な興味関心を引き出すた

めの方策としてかという所に違いが生じ

る。前任校でスクラップに取り組んだ際は、

多様な学習環境と進路希望に対応するた

め、「進路スクラップ」として全学年で一

斉に取り組んだ。しかし本校では、１学年

に限定してスクラップに取り組んだ。新聞

に目を通したことのない生徒が大多数を占

め、世の中の出来事に無関心な生徒が多く、

自らの考えを持ち表現することを苦手とす

る生徒も多いため、１学年の基礎基盤を固

めたいという理由からである。  

 生徒がスクラップをする際に記事を貼り

付けるのはノートではなく、貼付枠と記入

項目が印刷されたスクラップ用紙である。

用紙の書式自体は数年前に前任校で考案し

たものである。本校でのスクラップの取り

組みも当初は、以前の書式をそのまま使用

した。  

【図  1 スクラップ用紙 Ver.1   Ver.2】 

記載項目は以下のとおり。  

Ａ：スクラップナンバー  

Ｂ：新聞紙名  

Ｃ：月日 

Ｄ：記事ジャンル  

Ｅ：記事を選んだ理由  

 スクラップを始めた当初、生徒は新聞か

ら無差別に目に留まった記事を切り抜き、



各項目に従って記述していたに過ぎない。  

 

【図  2 生徒のスクラップ】  

 上記図２が実際に生徒が書いたスクラッ

プである（新聞は撮影の都合上折りたたん

である）。記事の内容をなぞっているだけで

ある。しかし、このスクラップの取り組み

を一年間継続した結果、図３のような変化

が見られた。 

 

【図  3 生徒のスクラップ２】  

記事の内容をなぞることなく、読んだ感

想はもとより、問題点を見極め、独自の対

策案を出せるようになった。用紙の書式を

年度途中から変えた効果もあったように思

われる。書式は Ver.1 から大幅に変更し、

自分が書いた意見を他者に読んでもらった

後、コメントをもらう欄を追加した（書式

は図１、Ver.2）  

欄の追加は、自分が書いた文章は必ず他

者に読まれるという意識付けのためである。

そのことで生徒は、自己完結のスクラップ

よりも深く考えるようになり、思考を整え

る習慣がついた。なにより文字を丁寧に書

くようになった。  

 

（２）冬休み新聞「新聞制作を通して自分

を知る～『○○新聞』を作ろう～」 

 スクラップを始め新聞を読むことに慣れ

た冬休みに、期間中に経験した出来事を独

自の形式で新聞に表現する「冬休み新聞」

制作を課題とした。「新聞制作を通して自分

を知る」というテーマである。まず「冬休

み新聞制作要項」を配布し、すべき事柄と

制作手順を明確にした。要項には次のよう

な「条件」を付け加えた。  

［条件］  

・必ず一人一紙を制作すること。  

・紙面の構成を考えながら、記事の配置を

割り振ること。一つの記事で紙面を使い

切らないこと。必ず複数の記事を配置す

ること。 

・記事を書く際には、市販の新聞をよく読

み、記事の書き方・記事の構成など参考

にすること。 

・一記事の分量は特に設けないが、なるべ

く紙面に余白を残さないように記述する

こと。 

・新聞は配布された用紙に手書きでも良い

し、自分でワープロを使って作成しても

良い。 

生徒が記入する項目は、  



① トップ記事：冬休みの様々な場面に焦

点を当てて記事を書く（クリスマス大

事件、お年玉大作戦など）。  

② 世の中の出来事：冬休み中の新聞記事

を切り抜いて、自分の意見や考えを述

べる。 

③ 人物紹介：紹介したい人物へインタビ

ュー（仮想）し、その人がどのような

人物なのかを取材形式の記事にする。

あるいは人や出来事について調査し記

事にする。 

④ オススメの芸術作品：冬休みに限らず、

これまでに触れた芸術作品の紹介を書

く。 

【図  4 冬休み新聞枠 表面 裏面】  

 

【図  5 生徒が制作した冬休み新聞】  

出来上がった「冬休み新聞」はＮＩＥ担

当がクラス毎にファイルした。本来は教室

やＮＩＥコーナーに設置して、他者の新聞

と自分の新聞を比較させるべきであったが

時間や場所の都合上できなかったことが悔

やまれる。しかし取り組みとしては、自分

の考えを文字化し紙面構成をデザインする

ことで総合的に自分新聞をプロデュースす

る魅力を感じさせるという成果があった。

全ての長期休暇で課題にするには負担が大

きいので、やはり新聞学習に馴染んだ冬期

休暇課題が最適であろう。  

 

（３）秋田さきがけ新聞による学校新聞の

制作、日刊紙掲載 

 

【図  6 さきがけ新聞掲載の学校新聞】  

 秋田魁新報社が取り組んでいる「学校新

聞」に応募。平成２９年１月１６日のさき

がけ新聞に掲載された（図６）。学校新聞

の記事は、１年間「新聞スクラップ」に取

り組み、新聞の構成や文体に親しんできた

１年生の中から数名を選出し執筆させた。

この取り組みは、「『地域と共に』をテー

マに、児童・生徒が学校と地域の関わりが

深い行事や出来事などを記事にまとめ、秋

田魁新報社読者局 NIE 推進部の記者が編

集」するというものである。本年度の本校



NIE テーマである「『想像力』を養い、自

他理解を育む新聞学習」を意識し、自らの

学校をより深く理解させたいというねらい

である。 

 編集に携わった生徒は年末に編集会議を

開き、学校のどういう特色を記事にするか

試行錯誤を繰り返した。ここで教師は、生

徒から提起された学校の特色に関して「地

域との繋がりがどの程度であるか」につい

て問いを発した。この発問に対し生徒は、

さらに熟考し話し合い、特色を選定した。

また自分が担当する記事についても自主的

に分担を決定した。執筆後、教師が記事を

校正し魁新報社に提出した。この取り組み

の結果、自分の文章が実際の新聞に掲載さ

れ、これまでの新聞学習の成果を目にし、

そしてそのことが自校愛へと繋がったよう

だ。学校新聞制作の問題点は、生徒全員が

執筆したのではなく、数名だったことであ

る。次年度の課題は、生徒全員に書かせ、

審査した上で決定するということだ。この

課題は次項の取り組みにも共通する。 

 

（４）英国公使へのインタビュー、ホーム

ページ掲載 

 本校校長と英国公使が知り合いであり、

本校を訪問する機会があったため、新聞学

習に利用した。本校は福祉科を有するため、

福祉や介護に関する意識が高い生徒が多

く、また英国は福祉が充実していることか

ら、この点について公使にインタビューを

した。学校という閉鎖された空間にいるこ

とで常に生徒は安心感を得ているが、初対

面の方や日本語を母国語としない方とのコ

ミュニケーションも身に付けたい社会性の

一つである。アクシデントにも対応できる

能力、「話す」「聞く」「書く」能力を発

芽させたいという意図があった。 

 公使の学校訪問が突然決定したため、事

前準備に時間がかけられないという問題点

もあった。そこで「さきがけ新聞の学校新

聞制作」取り組みと同様、意欲のある１年

生３名を選んだ。一国を代表する公使であ

り、英語を交えながらのインタビューに生

徒は、相当な重圧を感じたはずである。し

かし、こういった経験が自信や自尊感情に

繋がったと考える。生徒は表面的な質問内

容ではなく、相手の立場を考え、英国福祉

介護の状況を僅かの時間で事前調査し、質

問を厳選した。相手の話を聞きながら、メ

モを取り取材後に記事を執筆した。記事は

教師が新聞制作ソフトを使用し、新聞形式

で発行し、学校ホームページに掲載した。

この取材も生徒全員に機会を与えるべきで

あったと反省する。 

 

【図  7 英国公使取材の新聞】  

 

（５）授業内での新聞記事を利用した「読

む」「考える」「書く」の練習 

 一部の生徒は、「読む」「考える」「書

く」に関してまだ不十分な状況であったた

め、後期（本校は前期・後期の二期制）の

途中から「国語総合」の授業の始業から１

０分間を使い、毎時間新聞学習を行った。

任意の記事を教師が選び、生徒に読ませ、



時間内に自らの意見を２００字で書かせ

た。当初は時間内に書き終わらない生徒も

多数いたが、取り組み後半では、ほぼ全て

の生徒が字数を満たすことができた。選ん

だ記事は、主に一週間掲載されるシリーズ

形式である。なるべく生徒の思考を持続さ

せ、段階的に深くさせたいというねらいで

ある。生徒が書いたプリントは、なるべく

その日のうちに添削し、返却する。添削で

きる時間が取れないときは翌日に返却する

こともあったが、レスポンスを早めること

も生徒の意識持続に効果を発揮できるので

はないかと考えたためである。主述の捻れ

や文体の不安定、誤字脱字等を赤ペンで指

摘することで文章に関する意識が高まっ

た。生徒は世の中の出来事を知り、他者の

意見を取り入れながら自らの意見を思考

し、文章を書くという３要素を一度に経験

することができる。さらに制限時間内に課

題を完成させ、提出するという習慣を身に

付けさせる効果も期待できる。課題は生徒

に読ませる記事の選定である。高校生にふ

さわしい内容であり、他者理解を進ませ、

興味を持って読むことができ、さらに思考

の持続と段階的発展を促すシリーズものは

探すのが困難である。 

 

（６）学校祭におけるクラス新聞 

 学校祭の催しの一つに「クラス新聞」が

ある。どこの学校でも取り組んでいる催し

ではあるが、NIE に取り組んだクラスの新

聞は、紙面構成の点で NIE に取り組んでい

ないクラスより成果が表れたように考え

る。記事の割り付けでは、新聞構成のセオ

リーである逆三角形（重要な記事ほど最上

部に配置）が見られた。また「大見出し」

と「小見出し」「袖見出し」等の読ませる

ための工夫が凝らされた新聞もあった。紙

面の完成度としては、やはり上級学年に一

日の長があったため表彰は逃したが、来年

度以降はさらに完成度の増したクラス新聞

ができあがるだろうと期待する。 

 

【図  8 学校祭でのクラス新聞】 

（７）新聞コーナーの設置 

 本校図書館では読売・朝日・魁の三紙を

毎日提示しているが、保管する必要がある

ことからスクラップ用に裁断することがで

きない。しかし NIE の指定を受けたことで、

魁・毎日・読売・朝日・産経・日経新聞が

無償で提供されることを利用し、１年生の

教室棟廊下の突きあたりに新聞コーナーを

一カ所設置した。各紙が一日ごとに重ねら

れ、生徒は自由に読み、切り貼りできる。

話題の記事や最新のニュースは早い者勝ち

である。スペースが狭いため、紙面を広げ

て閲覧することはできない。次年度はこの

コーナーの拡張を考えている。 

 

【図  9 常設ＮＩＥコーナー】 

 

（８）古典作品におけるNIE 



 

【図  10 古典で使用したワークシート】  

 ２年生の古典で『更級日記』を扱った。少

女時代に「物語」に憧れ、それを読むために

薬師仏を彫って上京を祈願する作者の姿は、

将来の夢に向かって一歩を踏み出そうとす

る生徒の姿と重なる。 

何かに憧れ、それを手に入れたい（実現 

したい）という思いは、今も昔も変わりな 

いということを本文の読解を通じて気づか 

せたいという思いがあった。実感させる一 

助として秋田魁新報社掲載の「ひとときこ 

の人と」を活用し、自分の夢（憧れ）に向 

かってまっすぐに進もうとしている同年代 

の人物や、信念を貫いて夢を追い求めてい 

る人物を紹介した記事を提示した。 

 ２年生ということで、卒業後の進路につ 

いては「まだ先のこと」と考えている生徒 

や、やりたいことを決めかねている生徒も 

いたが、記事に書かれている内容を読み取 

り、努力の過程を文章にまとめる作業は、 

自己の進路決定についての大きなヒントに 

なったようだ。  

（９）国語表現  

 ２年生普通科、３年生福祉科において記 

事を比較する授業を行った。題材は広島東 

洋カープが優勝した際の記事である。その 

日の一面に掲載されていた４紙を選択し、 

「共通点」「相違点」「記者の視点」につい 

て読み取らせた。同じ出来事を扱った記事 

でも、見出しの書き方や取り上げる選手が 

異なることに生徒たちは驚いたようであっ 

た。  

 実施後の生徒の感想をみると、「伝えるこ 

とが同じでも伝え方が違うので、人それぞ 

れで読みやすい新聞を選んで読むのだと思 

った」「記者が違うだけで伝えたい内容が 

かなり違うんだと思った。内容は違ってい 

ても伝えたいことが明確になっているので、 

どの記事を読んでもわかりやすかった。」 

とあった。 

「ものの見方」「考え方」は一つではない

「ものの見方（捉え方）」「考え方」の違

いに気づいた生徒たちには、自分たちにも

同じことが言えるということを確認した。

「自己理解」「他者理解」に少しでもつな

がってくれることを期待する。 

 

（１０）国語以外での NIE の取り組み 

 NIE として授業で新聞を扱った取り組み

のほとんどは国語である。文章に関する取

り組みであるため主に国語科が主導した。   

福祉科  

前述のとおり、本校は福祉科を有するた

め、福祉科においてもスクラップ課題に取

り組んだ。福祉に関する記事のスクラップ

である。ＧＷ・夏期・冬期の長期休暇中の

課題として実施。概要は、記事を選び内容

をまとめ、感想を書かせる。提出された福

祉スクラップはチェックして返却する。ま

た福祉科では、一年生後期の福祉科選考試

験においても新聞を活用した課題を出し

た。科で選んだ福祉に関する記事について

考えたことを書かせる問題である。  

理科  

新聞のスクラップを課題とした。理科分

野、科学に関する記事を切り抜き、ワーク

シートに貼り付け、その記事から学んだこ

とと感想を書かせる週末課題である。  



社会科  

 上記教科と同様、新聞スクラップを課題

とした。 

クラス 

担任が SHR 内で当日（あるいは前日）の

新聞を日直に読ませ、主だったニュースを

発表させた、あるいは日誌に記述させたク

ラスがあった。 

 

（１１）日本新聞協会主催「いっしょに読

もう！新聞コンクール」応募 

 日本新聞協会が毎年秋に開催している

「いっしょに読もう！新聞コンクール」に

１年生が応募した。生徒には夏休みの課題

として提出させた。本校では初めての取り

組みだが、「記事を選び、自分の考えを書

き、それを他者に読んでもらいコメントを

もらう。その上でさらに自分の意見を書

く。」という主旨は、本校の「スクラップ」

と同じである。本校の場合は、他者からの

コメントをもらった後の意見記述はない

が、これはスクラップが週末課題であり提

出期限を考慮してのことである。 

 本校生徒は、家族間でのコミュニケーシ

ョンが少ないという現実があり、まして新

聞記事の内容について家庭内で話題にする

場面は皆無である。しかしコンクール応募

のため課題にしたことで、多少は家族で意

見交換がされたようだ。肉親であっても個

人の意見は相違することを経験したはずで

ある。最も身近な他者理解を生徒は体験し

たであろう。 

 本校の課題である「課題の完全提出」が

まだ徹底できていない１年生の夏休みとい

うこともあり、応募数や内容に未熟さが感

じられた。この点は NIE を継続することで

次年度は改善されると考えている。 

 

 

 

（１２）生徒のスクラップを活用した授業 

【図  11 スクラップ学習の様子】  

 

生徒がスクラップを始めて数週間が経過

した時期に、生徒のスクラップを活用した

授業を行った。スクラップ取り組み直後は、

選ぶ記事のジャンルが四散状態であった

が、回を重ねるごとに話題性のあるニュー

スに収束する傾向が見られた。本年度は秋

田県内における熊被害のニュースが多く新

聞に取り上げられたこともあり、生徒のス

クラップも一時期熊被害に関するスクラッ

プが多く提出された。この機会を利用し、

任意のスクラップを取り上げグループディ

スカッションを展開した。 

 「同じ記事をスクラップしたのになぜ意

見の違いは出るのか？」「意見提起の根幹

にある視点の違いは？」という教師からの

問題提起に対して、生徒はグループ内で話

し合った。当然スクラップで意見を述べた

生徒もいるため、自らの思考を反芻する場

面も見られた。生徒は話し合えば話し合う

ほど分からなくなる。しかし自分とは違う

考えを持つ人がいる事を確実に理解でき

た。この授業では答えに相当することを設

定していない。答えのない問題を「考え」

「発表」するという行為を体験させたいと

いうねらいがあるからだ。反省点は NIE に

関するグループ学習が一度しかできなかっ

たことである。国語総合という単元の中で

は進度の問題もあり、時間に余裕が取れな



かった。今後は国語だけではなく、LHR や

総合的な学習の時間も利用したいと考えて

いる。そのためには教科だけではなく、ク

ラス経営についても担任や学年部と共通理

解を深めなければならない。 

 

２ 成果と課題  

 本校のＮＩＥテーマは「『想像力』を養

い、『自他理解』を育む新聞学習」である。

冒頭でも述べたが、本校生徒の特徴に新聞

に目を通す生徒が少ないことが挙げられる。

ＮＩＥを始めるにあたって、まず考えたこ

とは「生徒に新聞を読ませたい」というこ

とであった。世の中の出来事を知らない、

関心がないことは、つまり自分のことだけ

を考えるようになってしまう。すると世の

中はさまざまな人や出来事とのつながりに

よって成り立っていることを慮ることもで

きない。学校という閉鎖的で守られた空間

しか知らない生徒であっても、卒業を迎え

社会に旅立つ。その時に必要とされるコミ

ュニケーション能力は自己と他者の関わり

からのみ生まれる。その関わりを学ぶ最適

な教材が新聞だと考える。  

身近な地域の出来事を知り、自分との関

わりを「想像」する。遠い国について書か

れた記事を読みそこに暮らす人々の生活を

「想像」する。少しずつ自他の関わりの範

囲が広がる。相手の気持ちを「想像」する

心が生まれる。今はまだ見えないが、確実

に今存在している自分の未来。その未来を

「想像」する力をつけさせたい。その一念

からＮＩＥに取り組んできた。ここでは次

年度以降も継続しようと考えている実践の

成果と課題を述べたい。  

まず「新聞スクラップ」では、「読む」

「考える」「書く」ことを継続する大切さ

を実感させることができた。自らの考えを

深めること、それは一度の取り組みでは為

されない。「考え」、他者に「発信」し、

批判を受けてこそ再思考できる。このこと

こそが「自他理解」の根幹をなす実践であ

ろう。次年度も継続して取り組むことで大

きな成果につながると実感している。課題

はスクラップのチェックを国語科担当だけ

ではなく、担任や学年部等にも広げ様々な

視点から評価すべきであること。そのため

にもＮＩＥの認知や理解を広げる必要があ

る。  

次に「冬休み新聞」。新聞スクラップは「読

む」「考える」「書く」能力を磨く取り組

みであったが、紙面から記事を選ぶという

受け身であることは否めなかった。しかし

冬休み新聞は、自らが記者となって記事を

書く。自分の考えを「発信」するという要

素が付け加えられた。書いた文章は必ず他

者の目に触れる。そしてそのことに気づい

た生徒は、自らの文字やセンスはおろか思

考までをもプロデュースしなければならな

いことに気づいたはずである。「自己理解」

の一助となったのではないだろうか。課題

は他者の新聞を手にとって比較できる固定

の場所を設置し告知するという教師側の配

慮が必要だという点である。  

「学校新聞の日刊紙掲載」の課題。時期

にも影響するが、ＮＩＥ実践で磨いた能

力、「読む」「考える」「書く」「発信」

「自己理解」が試されるよい企画である。

課題はＮＩＥを実践している全ての生徒

を新聞制作に携わらせるべきであること。

生徒をそれぞれ担当割り当てし、記事を執

筆させる。全員でふさわしい記事を選定す

るという「編集」までを次年度はさせたい

と考える。 

 「時間内に新聞を読ませ、意見を書かせ

る」取り組みは、本校では必要不可欠であ

ると考える。一年生の段階では、まだ「読

む」「考える」「書く」という能力が不十

分である。年度当初から徹底して繰り返す

ことで確実に能力を磨くことができると確



信する。この基礎能力の定着こそが各教科

の習熟にも影響するのではないだろうか。

問題点は生徒に読ませる記事の選定であ

る。  

国語科では、国語総合、古典、国語表現

で主体的にＮＩＥに取り組んできた。他教

科では理科、社会、福祉、ＨＲがスクラッ

プという形でＮＩＥに関わった。しかし共

通して、どの教科どの科目においても、新

聞を活用する必然性に疑問を感じる場面が

あったように思われる。なによりＮＩＥ実

践という前提が勝ちすぎていたのではない

だろうか。またＮＩＥを実践する教師の意

思疎通が徹底していなかった。各々が計画

し実践したことが多様な報告に至った原因

である。その分成果も多岐にわたるが課題

も多い。新年度は、まず各学年で生徒に身

につけさせたい能力を見極め、それにあっ

た実践を精査すべきである。今年度実践し

たＮＩＥの時期や学年、対象や量、課題を

熟議し継承発展させたい。なによりもまず、

教師が新聞をよく「読み」、授業で活用す

ることを「想像」し「考え」なくてはなら

ない。時には生徒の様子を新聞形式で記事

を「書き」、「発信」することが「生徒理

解」の一助となるよう「自己理解」するべ

きだと考える。そして「楽しむ」ことが今

後のＮＩＥの成果に大きく関わるのではな

いだろうか。  

 

ＮＩＥ実践クラスで行ったアンケート結果  

（数字は人数）  

1. 普段の生活で国内国外の様々な情報をど

のように入手していますか？  

23 12 7 7 

テレビ    ネット  新聞  全部   

2. 家庭で新聞を購読していますか？  

25 13 

 している  してない  

 

 

3. ＮＩＥは、ためになる？  

21 19 

とても   だいたい  

4. 以前より関心を持つようになった記事  

22 18 16 13 

事件事故     教育      政経     地域  

5. 学習面で、これまでよりも力が伸びたと  

思う能力は？  

28 23 17 14 

読む力        書く力   考える力  社会への関心  

8 7 7 6 6 

話す力    言葉    漢字    丁寧   提出物ルール  

※ 各項目の人数が不揃いなのは、複数選択可や未記

入の生徒がいたため。  



系統的なＮＩＥを支える日常的なＮＩＥ実践 

 秋田県立雄物川高等学校  

教諭 平田 恵子

１．はじめに 

本校は１９５１年（昭和２６年）に創立、

今年で６５年目の年にあたり、普通科各学

年３クラス編制である。「特別進学コース」

には入学次から、「会計情報コース」、「ビジ

ネスコース」、「生活福祉コース」には２年

次から分かれ、進路希望や個に応じた学習

が可能となっている。また他校に先駆けて

平成１３年度からインターンシップを実施

し、職業観の涵養に努めている。 

本校の最も大きな特色が、総合的な学習

の時間「パスカルタイム」である。「パスカ

ルタイム」で目指すものは、「向上心と探求

心をもって現代社会をたくましく生き抜く

社会人（職業人）の育成」、そのための「未

来を切り拓く未来型学力の育成」である。 

今年度、本校はＮＩＥ実践指定の４年目

を迎えた。昨年までの３年間はパスカルタ

イムにおけるキャリア教育としてのＮＩＥ

を研究テーマとし、入学から卒業までの３

年間の継続的計画的ＮＩＥを実践し、全国

大会でその実践を発表した。 

そしてこの研究の中で、パスカルタイム

などの系統的なＮＩＥ活動には、授業やＬ

ＨＲ活動などにおける日常的なＮＩＥ活動

が欠かせないものであることを実感した。

したがって今年度は授業や学年など日常に

おけるＮＩＥの推進を実践のテーマとした。 

  

２．実践内容 

⑴ＮＩＥコーナー 

以前から図書視聴覚教育情報部と協

力しＮＩＥコーナーを設置していたが、

今年度は改善を図った。 

まず、学年にかかわらず生徒が利用

しやすい場所を考え、１階のホール前

に新聞を並べるコーナーを作った。コ

ーナーは机を利用し、新聞を広げて読

むことができるようにした。隣にはバ

ックナンバーの棚を備え、過去の記事

も読むことができるようにした。 

ホール前には購買があり、学年を問

わず多くの生徒が訪れる場所であるた

め、新聞を目にする生徒の数が増えた

と感じる。また、過去の新聞も読める

ということで、就職試験の面接対策や

進学試験の小論文対策など、３年生の

進路活動で多くの生徒に利用されてい



るようだった。   

また、各学年等の掲示板に朝刊の一

面記事を紹介し、詳しく読みたい人を

ＮＩＥコーナーに導くような取り組み

を行った。

 

 

 

 

⑵朝学習におけるＮＩＥ 

今年度は学年やクラス単位でのＮＩ

Ｅ活動を重視した。 

全学年で実施されたのは朝学習にお

けるＮＩＥである。学年により取り組

み方に違いはあるが、自分の意見をも

ち、ことばで表現するというねらいの

もと、時事的な内容の新聞を読み感想

や意見を述べるという活動が行われた。 

はじめは自分の意見を書くことに苦

手意識を持っていたり、文章を読み解

くことをおっくうに感じていたりする

生徒もいたが、徐々に書くことにも慣

れ、さまざまな立場に立った意見を書

けるようになってきている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１階ＮＩＥコーナー 

ﾊﾞｯｸﾅﾝﾊﾞｰ 

各階 本日の一面記事 

一面記事を読む生徒 

２学年の取組 

生徒の感想 



⑶授業おけるＮＩＥ 

① 国語科の授業 

 国語科では「国語総合」「国語表

現」の授業でＮＩＥを積極的に取り

入れた。 

 たとえば２年生の「国語総合」で

は社説の読み比べを行った。ドナル

ド・トランプ氏がアメリカ次期大統

領に決まり、１１月１０日の朝日、

読売、毎日、産経の「社説」はどれ

もドナルド・トランプ氏について述

べられていた。社説を読むことへの

苦手意識のある生徒が多いが、それ

を軽減させるため、各新聞社の「期

待度」を考えるというねらいにし、

論拠を挙げて読み比べる授業を行

った。 

 生徒の感想には、「普段新聞を読

むことは少ないが、タイムリーな記

事だったので興味をもって読むこ

とができた」、「社説は難しい記事だ

と思っていたが、読んでみるとわか

りやすかった」、「新聞社によって内

容が全く違っていて、読み比べるこ

とも必要だと感じた」といったもの

が挙げられた。 

  

 

 

 

社説の読み比べ 

のプリント 

実際の授業の様子 



② 社会科の授業 

社会科では各科目でＮＩＥを実

践した。特に１年生の「現代社会」

では、長期休業中の課題として新聞

に関する課題に取り組ませた。内容

は、一行ニュースを記述させ、さら

に記事について詳しく述べるもの

で、社会に目を向けるきっかけづく

りとなったようだ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

また、単元の終わりにまとめの新

聞を作り、学びを深める活動も行っ

た。 

  

３．これまでの実践を振り返って 

４年間の実践を振り返ると、多くの成果が挙げ

られる。ＮＩＥ実践校に指定されたことがきっか

けで、学校全体がＮＩＥに目を向け、さまざまな

場面でＮＩＥを積極的に取り入れるようになった。

そのため生徒が新聞に触れる機会も多くなり、新

聞を学習や進路活動に役立てようとする意識を涵

養できたと感じる。また、ＮＩＥは学んだことを

社会と結びつけたり、自分のあり方や生き方に結

びつけたりするには大変効果的で、主体的な学び

が可能であることがわかった。 

今後はこの４年間の実践を継続・発展させ、学

校全体でＮＩＥを推進し、生徒の学びを支援して

いきたいと考える。 

現代社会の 

課題プリント 

日本史「近現代史の

偉人」まとめ新聞 

課題プリント 



＜２０１５年度ＮＩＥ実践校一覧＞ 

大館市立成章小学校、能代市立浅内小学校、秋田市立東小学校、横手市立朝倉

小学校、大仙市立豊川小学校、能代市立能代第二中学校、能代市立能代南中学

校、由利本荘市立由利中学校、羽後町立羽後中学校、鹿角市立八幡平中学校、

男鹿市立男鹿南中学校、大仙市立協和中学校 

 

＜県協議会指定＞ 

秋田大学教育文化学部附属小学校、由利本荘市立上川大内小学校、八郎潟町立

八郎潟中学校、県立秋田南高校、県立雄物川高校、県立横手高校定時制課程 

 

＜２０１６年度ＮＩＥ実践校一覧＞ 

大館市成章小学校、大仙市立豊川小学校、由利本荘市大内小学校、大仙市協和 

中学校、鹿角市立八幡平中学校、男鹿市立男鹿南中学校、六郷高校、秋田大学

教育文化学部附属小学校、八郎潟町八郎潟中学校、由利本荘市由利中学校、 

雄物川高校、横手市立朝倉小学校 

 

＜県協議会指定＞ 

鹿角市八幡平小学校、潟上市飯田川小学校、横手市山内小学校、横手市山内中

学校 

 



顧問 米田　　進 秋田県教育委員会教育長

〃 越後　俊彦 秋田市教育委員会教育長

会長 阿部　　昇 秋田大学大学院教育学研究科教授

副会長 鎌田　　信 秋田県教育庁教育次長

〃 根田　敬一 秋田県高校文化連盟新聞部会長、県立横手城南高等学校長

〃 工藤　絹子
秋田県小中学校校長会代表、秋田大学教育文化学部附属
小学校副校長

〃 須田　晃司 ＮＩＥ実践校代表、由利本荘市立由利中学校長

〃 太田　博史 ＮＩＥ実践校代表、大仙市立豊川小学校長

幹事 鐙　隆千代 秋田魁新報社取締役編集局長

〃 荒海　謙一 朝日新聞社秋田総局長

〃 大槻　英二 毎日新聞社秋田支局長

監事 宮川　　宏 河北新報社秋田総局長

〃 藤澤志穂子 産経新聞社秋田支局長

〃 小坂　佳子 読売新聞東京本社秋田支局長

会員 山田　　薫 日本経済新聞社秋田支局長

〃 八代　　保 北羽新報社常務取締役編集局長

〃 戸部　　大 共同通信社秋田支局長

〃 張替　昭彦 時事通信社秋田支局長

〃 外池　　智 秋田大学教育文化学部教授

〃 神居　　隆 秋田大学教育文化学部教授

２０１６年度　秋田県ＮＩＥ推進協議会（２０１６年１２月時点）
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